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本書は、小学校の自閉症・情緒障がい特別支援学級において、自 

立活動の効果的な取組を明らかにすることを通して、自閉症・情緒 

障がい特別支援学級における教育課程の適切な実施に役立てていた 

だくことを目的とするものです。 

 本書では、自閉症・情緒障がい特別支援学級における自立活動の 

考え方を整理するとともに、児童の教育的ニーズに応じた自閉症・ 

情緒障がい特別支援学級の教育課程を類型化しました。そして、自 

立活動における個別の指導計画を活用した実践を通して、自立活動 

の効果的な取組を明らかにしました。 

 

 

 

 

 本書は、自閉症・情緒障がい特別支援学級の児童への授業づくりについて理解を深め、日々の指導・

支援に生かすことができるよう、教育課程の考え方や授業づくりの方法と例、授業づくりの参考とな

る資料を盛り込み、３章構成でまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

「自立活動ガイドブック」の構成 

第１章 教育課程の類型化 

  自閉症・情緒障がい特別支援学級の教育課程に自立活動

を取り入れることの重要性と教育課程の類型化例を示しま

す。 

第２章 自立活動とは 

  具体的な自立活動の指導内容や指導のための手順を示し

ます。 

第３章 授業づくり 

  自閉症・情緒障がい特別支援学級における教育課程に適

切に位置付けた自立活動の授業づくりについて示します。 
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１ 自閉症・情緒障がい特別支援学級における特別の教育課程 

  

  ① 自閉症・情緒障がい特別支援学級の対象  

「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実

に向けて」（文部科学省、令和３年６月）において、自閉症・情緒障がい特別支援学級の対象は次

のように示されています。 

 

 

 

 

自閉症・情緒障がい特別支援学級においては、自閉症又はそれに類するもののために、意思疎

通や対人関係、行動に問題が認められ、通常の学級では成果を上げることが困難であり、特別な

内容・方法による指導を必要とする個々の状態に応じて指導することが大切です。 

 

 ②  自閉症・情緒障がい特別支援学級における指導 

自閉症・情緒障がい特別支援学級では、人とのかかわりを円滑にし、生活する力を育てること

を目標に指導を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自閉症・情緒障がい特別支援学級の教育課程の編成 

小学校の教育課程の内容は、各教科、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、外国語活動、特

別活動です。小学校の自閉症・情緒障がい特別支援学級には、自立活動を取り入れることが規定

されています。よって、小学校の自閉症・情緒障がい特別支援学級には、小学校の教育課程に自

立活動を加えた教育課程を編成することになります。各学年における自立活動に充てる授業時数

については、一律に授業時数の標準としては示されていません。個々の児童の実態に応じて、適

切な授業時数を確保していく必要があります。 

 

日常生活の技能を 

身に付けるための指導 

（食事、排泄、衣服の着脱等） 

第 1 章 教育課程の類型化 

一 自閉症又はそれに類するもので、他人との意思疎通及び対人関係の形成が困難である程度
のもの 

二 主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので、社会生活への適応が困難であ
る程度のもの 

（平成 25 年 10 月４日付け 25 文科初第 756 号文部科学省初等中等教育局⾧通知） 

言葉の内容を 

理解するための指導 

人の関わりを 

深めるための指導 

運動機能、感覚機能を 

高めるための指導 
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育 

外
国
語 

※社会、理科は３年生から。生活は１・２年生。家庭、外国語は５・６年生。 

 外国語活動は３・４年生。総合的な学習の時間は３年生から。 

【図１】教育課程構造図（小学校） 

       『特別支援学級に係る教育課程の改善・充実 資料１』 

    （文部科学省 中央教育審議会 教育課程部会特別支援教育部会、2016 の図を一部改変） 
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※社会、理科は３年生から。生活は１・２年生。家庭、外国語は５・６年生。 

 外国語活動は３・４年生。総合的な学習の時間は３年生から。 

【図２】教育課程構造図（小学校自閉症・情緒障がい特別支援学級の指導形態例） 

       『特別支援学級に係る教育課程の改善・充実 資料１』 

    （文部科学省 中央教育審議会 教育課程部会特別支援教育部会、2016 の図を一部改変） 

 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領 

・特別支援学校小学部・中学部学習

指導要領第７章に示す自立活動

を取り入れること 
 

学校教育法施行規則 

・教育課程は原則的には小学校又

は中学校の学習指導要領による 

・児童生徒に応じて特別の教育課

程を編成することができる 
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◇特別の教育課程編成に当たって、留意したいこと 

「障害のある子供の教育支援の手引」には、特別支援学級と通級による指導等の関係について、次

のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

また、特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習については、次のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのことを踏まえ、適切に教育課程を編成しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常の学級における指導や、通常の学級における指導と通級による指導を組み合わせた指導を行う
ことで、子供一人一人の教育的ニーズに応じた十分な教育を提供できる場合には、いずれかを選択し、
また、通級による指導だけでは特別な指導を十分に行うことが難しい場合には、特別支援学級における
少人数の学級編成によるよりきめ細かい指導を選択することとなる。 
 なお、小中学校等における通級による指導の授業時数については、年間 35 単位時間から 280 単位
時間以内の範囲で行うことを標準とし、週当たりに換算すると、１単位時間から８単位時間程度まで通
常の学級以外での特別な指導を行うことができることとなっている。このため、例えば、特別支援学級
に在籍して当該学年の各教科等の内容を学ぶ子供が、大半の時間を当該学年の通常の学級において交
流及び共同学習で学び通常の学級以外での自立活動における特別な指導の時間が、週当たり８単位時
間はもとより相当数確保する必要がないと考えられる場合には、通常の学級における指導と通級によ
る指導を組み合わせた指導による対応を検討するべきである 。 

小中学校等の特別支援学級に在籍する子供については、通常の学級に在籍する子供と共に学ぶ機会
を積極的に設けることが重要である。そのため、特別支援学級の子供が、特別支援学級に加え、同じ学
年の通常の学級にも在籍し、通常の学級の一員としても活動できるような取組を充実し、子供一人一人
の障害の状態等や個々の事情を勘案しつつ、ホームルーム等の学級活動や給食等について、可能な限り
共に行うことが必要である。 
 また、教科学習についても、子供一人一人の障害の状態等を踏まえ、共同で実施することが可能なも
のについては、年間指導計画等に位置付けて、年間を通じて計画的に実施することが必要である。 
 このような交流及び共同学習を実施するに当たっては特別支援学級に在籍している子供が、通常の
学級で各教科等の授業内容が分かり学習活動に参加している実感 ・達成感をもちながら、充実した時
間を過ごしていることが重要である。 
 なお、実施に当たっては、特別支援学級において当該子供に編成した教育課程の目的が達成されるよ
う、当該子供を担当する教員等が適切な指導を行いながら、実施する必要があり、指導体制が整わない
まま実施することは不適切である。 

これらの取組を通して、常に通常の学級の子供と特別支援学級の子供が交流及び共同学習ができる
環境を整備し、同じ学校の子供であるという意識を意図的に醸成することにも留意する必要がある。 

現在特別支援学級に在籍する児童生徒で、次年度通常の学級に在籍することを目

指している場合は、大半の時間を通常の学級で学習しながら、相互に理解を深めて

いくことも重要です。その場合も、特別支援学級に在籍する児童生徒の教育的ニー

ズに応じた支援を行ったり、適切に自立活動の時間を設定したりして、障害による

学習上または生活上の困難を主体的に改善・克服するという視点が大切です。 
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2 自閉症・情緒障がい特別支援学級における特別の教育課程の類型化例 

自立活動を位置付けた小学校の自閉症・情緒障がい特別支援学級の教育課程をア～エの四つに  

類型化しました。児童の実態によっては、類型と類型を合わせたパターンも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

個々のニーズや実態に応じて、生活上の困難を改善・克服するためにそれを取り出して指導する

場合、教科等とは合わせずに６区分 27 項目の指導をすることができます。 

アの例は、月曜日の１校時に自立活動を位置付けています。基本の時間割は国語ですが、教科等

とは合わせずに自立活動を設定します。 

 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

合
計 

国
語 

社
会 

算
数 

理
科
※ 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35  1015 

ア 140 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35 35 1015 

 

【基本の時間割例】               【アの時間割例】 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 

 

 

 

ア 教科等と合わせず単独で位置付けた例 

例えば、このような児童のために。 

  ・生活上の困難を改善・克服するためにそれを取り出し  

て指導したいです。 
 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 自立活動 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 
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イの例は、学習上又は生活上の困難を改善又は克服するために、教科等と合わせて指導するこ   

とができることを示した例です。この例の児童は、コミュニケーションに関することに指導のニ   

ーズがあるため、教科である国語の話すこと・聞くことと関連付けて行うこととしました。例で   

は、自立活動の指導目標に重きを置く時間を 30 時間として計上しました。 

 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
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総
合
的
な
学
習
の
時
間

特
別
活
動 

自
立
活
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合
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国
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社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35  1015 

イ 145 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35 30 1015 

 

【基本の時間割例】               【イの時間割例】 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 

 

 

 

 

 

イ 教科等と合わせて位置付けた例 

例えば、このような児童のために。 

  ・教科等の目標と合わせて困難さを改善・克服するため      

の指導がしたいです。 
 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 
自立活動 

国語 
算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 
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小学校の教育課程に準じ、児童の実態やニーズにより、教科等の授業時数を減じることが望まし

くない場合、時間割の外に１単位時間を設定することも考えられます。『特別支援学校教育要領・

学習指導要領解説自立活動編(幼稚部・小学部・中学部)』(以下、自立活動編)においては、次のよう

に示されています。 

 

 

 

 

 

 

ウ－①の例においては、金曜日の６時間目は委員会又はクラブ活動として設定されていた時間 

ですが、どちらの活動もない週の場合（仮に 10 時間とする）、この時間を自立活動に充てることも 

考えられます。その時数は、自立活動に計上します。 

 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

合
計 

国
語 

社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35  1015 

ウ－① 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35 10 1025 

 

【基本の時間割例】               【ウ－①の時間割例】 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 

 

 

ウ－① 時間割に加えて位置付けた例 

例えば、このような児童のために。 

  ・教科の授業時数を削減せずに、児童の困難さの改善・  

克服を図るための指導がしたいです。 

  

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 自立活動／委･ｸ 

帰りの会 

 



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

『自閉症のある子どもへの配慮』（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所、2012）において、 

自閉症の基本的な障がい特性が示されています。 

 

 

 

 

   

これらのことから、自閉症・情緒障がい特別支援学級に在籍する児童の中には、同じ時間帯に同

じ活動を設定することで、反復的で常同的な特性を生かして活動に取り組むことができることも予

想されます。また、コミュニケーションに関わる指導内容を設定する場合、時間割に設定した１単

位時間の外に自立活動を設定することで、他の児童や教師と生活場面に根ざした指導ができる場合

もあります。そこで、教科等の１単位時間ではなく、朝学習や朝の会、給食、清掃活動等において

も自立活動の時間を設定することも考えられます。 

  ウ－②の例は、朝学習に自立活動を位置付けています。毎朝 10 分の自立活動を週に５回位置付 

けるので、１週間に１単位時間を授業時数に計上します。年間で自立活動が 35 時間となります。 

 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

合
計 

国
語 

社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35  1015 

ウ－② 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35 35 1050 

 

【基本の時間割例】               【ウ－②の時間割例】 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 

ウ－② 時間割に加えて位置付けた例（１単位時間外） 

例えば、このような児童のために。 

  ・他の児童や先生との活動で生活場面に結びつく指導を  

したいです。 
 

 月 火 水 木 金 

自立活動 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 
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知的障がいのある児童の場合は、障がいの特性上、日常生活の指導や生活単元等の各教科等を  

合わせた指導として、生活と結び付けた実際的な活動を通して学習することが効果的なことがあ  

ります。その場合、自立活動も各教科等を合わせた指導の中で指導することが可能です。 

  自立活動編においては、教育課程編成について「学校における自立活動の指導は、障害による学

習上又は生活上の困難を改善・克服し、自立し社会参加する資質を養うため、自立活動の時間はも

とより、学校の教育課程全体を通じて適切に行うものとする。」と示されています。これは、自立

活動の指導の重要性に鑑み、学校の教育活動全体を通じて指導することの必要性を強調したもので

す。自立活動の指導は、学校の教育活動全体を通じて行うものであり、自立活動の時間における指

導は、その一部であることを理解する必要があります。 

  エの例は、日常生活の指導、各教科、特別の教科道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特

別活動の指導全てにおいて自立活動の指導内容を意識した指導を行います。自立活動の時間は０と

して計上しますが、「教育活動全体を通じて行う」と記載します。 

 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

日
常
生
活
の
指
導 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

合
計 

国
語 

社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70  35  1015 

エ 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  35 35 35 0 1015 

※自立活動は教育活動全体を通じて行う 

 

【基本の時間割例】               【エの時間割例】 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 委・ク 

帰りの会 

 

エ 各教科等を合わせた指導や教育活動全体に位置付けた例 

例えば、このような児童のために。 

  ・知的障がいのある児童に自立活動の指導をしたいです。 

 ・教育活動全体において、児童の自立活動における指導   

目標を意識した指導がしたいです。 
 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 国語 算数 社会 図工 算数 

２ 外国語 学活 書写 算数 社会 

業間休み 

３ 算数 社会 算数 理科 家庭 

４ 体育 国語 体育 国語 国語 

給食・昼休み・清掃等 

５ 音楽 外国語 音・図 体・家 理科 

６ 理科 道徳 総合 総合 

日生 
委・ク 

帰りの会 
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３ 学級の在籍児童が複数名の場合の教育課程と時間割例 

  

     小学校の自閉症・情緒障がい特別支援学級に児童が複数在籍する場合の時数配当の例と、時間  

割の例【表１】を示します。時間割の黄色で色付けした部分は、交流学級での学習を表します。

教科等の時数は、通常の学級に準じています。 

  【表１】時数配当表 

 各教科 特
別
の
教
科
道
徳 

外
国
語
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

合
計 国

語 

社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
画
工
作 

家
庭 

体
育 

外
国
語 

２
年 

標準時数 315  175  105 70 70  105  35   35  910 

児童Ａ 280  175  70 70 70  105  35   35 70 910 

５
年 

標準時数 175 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35  1015 

児童Ｂ 140 100 175 105  50 50 60 90 70 35  70 35 35 1015 

６
年 

標準時数 175 105 175 105  50 50 55 90 70 35  70 35  1015 

児童Ｃ 140 105 175 105  50 50 55 55 70 35  70 35 70 1015 

 

 学年 類型化例 自立活動の位置付け 
自閉症・情緒障がい特別

支援学級で学習する教

科等 

交流学級で学習す

る教科等 
(交流及び共同学習) 

児
童
Ａ 

２
年
生 

ア（p.3） ・国語週１時間を自立

活動に置き換えた 
・生活週１時間を自立

活動に置き換えた 

・国語 
・算数 
・音楽 
・特別の教科道徳 
・特別活動 
・自立活動 

・生活 
・図画工作 
・体育 

児
童
Ｂ 

５
年
生 

ア（p.3） ・国語週１時間を自立

活動に置き換えた 
・国語   

・算数 
・社会※１   
・理科※１ 
・外国語 

・特別の教科道徳 
・総合的な学習の時間 
・特別活動 
・自立活動 

・音楽 

・図画工作 

・家庭 

・体育 
（・社会） 

（・理科） 
※１ 社会や理科は、単

元によっては交流学

級で学習を行う。 

児
童
Ｃ 

６
年
生 

ア＋イ 

（pp.3-4） 

・国語週１時間を自立

活動に置き換えた 
・体育週１時間の中に

自立活動の目標を位

置付けた 

・国語   
・算数   
・社会 
・理科 
・外国語 
・特別の教科道徳 
・総合的な学習の時間 
・特別活動 
・自立活動 

・音楽 

・図画工作 

・家庭 

・体育 

・自立活動 
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＜２年生 児童Ａの時間割＞（アの類型） 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 音楽 国語 算数 国語 生活 

２ 生活 算数 国語 算数 国語 

業間休み 

３ 算数 音楽 体育 体育 図工 

４ 体育 道徳 自立活動 自立活動 算数 

給食・昼休み・清掃等 

５ 国語 図工 国語 学活 国語 

６   国語   

帰りの会 

 

＜５年生 児童Ｂの時間割＞（アの類型） 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 社会 国語 算数 国語 家庭 

２ 音楽 算数 国語 算数 国語 

業間休み 

３ 算数 外国語 総合 体育 社会 

４ 体育 道徳 社会 自立活動 算数 

給食・昼休み・清掃等 

５ 理科 総合 体／家 学活 理科 

６ 音／図 理科 外国語 図工 委／クラブ 

帰りの会 

※１ 社会や理科は、単元によっては交流学級で学習を行う。 

 

＜６年生 児童Ｃの時間割＞（ア＋イの類型） 

 月 火 水 木 金 

朝学習・朝の会等 

１ 自立活動 国語 算数 国語 社会 

２ 音楽 算数 国語 算数 音／図 

業間休み 

３ 算数 外国語 総合 社会 外国語 

４ 総合 道徳 家庭 
自立活動

体育 
理科 

給食・昼休み・清掃等 

５ 国語 理科 理科 学活 体育 

６ 体／家 算数 図工 社会 委／クラブ 

帰りの会 

 

 

・水曜日の４校時は、単独で位置付け

た自立活動を個別で行う。 

 

・木曜日の４校時は単独で位置付けた

自立活動を児童Ｂとペアの形態で

行う。 

・木曜日の４校時は単独で位置付けた

自立活動を児童Ａとペアの形態で

行う。 

・月曜日の１校時は、単独で位置付け

た自立活動を個別で行う。 

 

・木曜日の４校時は体育の学習に位置

付けた自立活動を交流学級で行う。 
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平成 24 年から令和４年までの特別支援学校等の児童生徒の増加の状況を見ると、義務教育段階の

児童生徒数が年々減少する一方で、特別支援教育を受ける児童生徒数は倍増しています。 

資料；文部科学省 

 

岩手県においても同様の傾向にあります。自 

閉症・情緒障がい学級に在籍する児童生徒は、 

ここ五年間で 1.4 倍となっています。「支援学 

級に在籍することで、その子の力を伸ばすこと 

ができる」という判断の下、通常の学級から支 

援学級へ在籍変更する児童生徒もいるでしょう。 

その子供たちに対して、人とのかかわりを円滑 

にし、生活する力を育てることを目標に指導を 

進めること、その中で自立活動の授業を教育課 

程に位置付けて実施することは大きな意味を持っ 

ています。 

Pick up 

 
岩手の特別支援教育資料（岩手県教育委員会）を基に

作成 

1114
1168

1279
1379

1512

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

特別支援学級の状況

（在籍児童生徒数）

弱視 難聴

知的障がい 肢体不自由

病弱・身体虚弱 自閉症・情緒障がい
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第 2 章 自立活動とは 
 

具体的な自立活動の指導内容や指導のための手順を示します。 
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１ 目標 

      『特別支援学校幼稚部教育要領小学部・中学部学習指導要領』（文部科学省、平成 29 年４月   

告示）において自立活動の目標が示されています。 

 

 

 

       それぞれの用語については、「自立活動編」において次のように解説されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 指導の進め方 

   自立活動の指導に当たっては、児童生徒一人一人の実体を的確に把握して個別の指導計画を作

成し、それに基づいて指導を展開します。 

   個別の指導計画に基づく指導は、計画（Plan)－実践（Do)－評価（Check)－改善（Action)の

サイクルで進めます。 

 

• 題材の決定から
指導計画の
立案と展開
（pp.19-21）

• 題材を通しての
評価
（p.21）

• 実体把握

•個別の指導計画
の作成
（pp.12-14）

• 個別の指導
計画の修正
（p.21）

改善 計画

実践評価

第２章 自立活動とは 

個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改
善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の
基盤を培う。 

「自立」とは・・・ 
児童生徒がそれぞれの障がいの状態や発達等の段階等に応じて、主体的に自己の力を可

能な限り発揮し、よりよく生きていこうとすることを意味している。 

「障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する」とは・・・ 
児童生徒の実態に応じ、日常生活や学習場面等の諸活動において、その障害によって生

ずるつまずきや困難を軽減しようとしたり、また、障害があることを受容したり、つまず
きや困難の解消のために努めたりすることを明記したものです。 

「調和的発達の基盤を培う」とは・・・ 
一人一人の児童生徒の発達の遅れや不均衡を改善したり、発達の進んでいる側面を更

に伸ばすことによって遅れている側面の発達を促すようにしたりして、全人的な発達を
促進することを意味している。 
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３ 内容  

自立活動の内容は、人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と、障がいによる   

学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素を検討して、その中の代表的なもの   

を項目として六つの区分の下に 27 項目に分類・整理したものです。 

 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

(1) 生活リズムや

生活習慣の 

形成 

情緒の安定 他者とのかか

わりの基礎 

 

保有する感覚

の活用 

 

姿勢と運動・

動作の基本的

技能 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

基礎的能力 

 

(2) 病気の状態の

理解と生活管

理 

状況の理解と

変化への対応 

他者の意図や

感情の理解 

 

感覚や認知の

特性について

の理解と対応 

 

姿勢保持と運

動・動作の補

助的手段の活

用 

言語の受容と

表出 

 

(3) 身体各部の 

状態の理解と

養護 

障害による 

学習上又は 

生活上の困難

を改善・克服

する意欲 

自己の理解と

行動の調整 

 

感覚の補助及

び代行手段の

活用 

 

日常生活に必

要な基本動作 

 

言語の形成と

活用 

 

(4) 障害の特性の

理解と 

生活環境の 

調整 

 集団への参加

の基礎 

感覚を総合的

に活用した周

囲の状況につ

いての把握と

状況に応じた

行動に関する

こと 

身体の移動能

力 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手

段の選択と活

用 

 

(5) 健康状態の 

維持・改善 

  認知や行動の

手掛かりとな

る概念の形成 

作業に必要な

動作と円滑な

遂行 

状況に応じた

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 

自立活動の内容は区分ごと又は項目ごとに別々に指導することを意図しているわけではありま 

せん。児童の実態把握を基に、個々に必要とされている項目を選定し、それらを相互に関連付けて

具体的な指導内容を設定することを示しています。 

    自立活動における実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例が、「流れ図」とし 

て自立活動編に示されています。実態把握から始まり、指導すべき課題を整理し、指導目標（ねら

い）を記します。そして、それを達成するために必要な項目を選定し、項目間を関連づけ、具体的

な指導内容を設定していきます。「流れ図」はその一連の流れを示す手がかりとなるものです。 
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実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例（流れ図） 

 

 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）平成 30 年３月告示』

ｐ.28 より転記 
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自立活動編（pp.164-167）では、「高機能自閉症があり、知的発達に遅れはないが他者の意図や心

情の理解に困難が見られる小学校第５学年の児童に対して、人との関わりへの自信と意欲を取り戻し                  

ながらコミュニケーシンの力を高める 

指導を行うための具体的な指導」につ

いての内容を設定するまでの例が掲載

されています。 
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４ 自立活動における個別の指導計画作成の手順  

 

５ 『自立活動における個別の指導計画シート』作成のポイント 

児童の「実態把握」から「具体的な指導内容の設定」に至るまでのプロセスを簡略的にした   

シートを作成しました。作成のポイントを七つの項目で示します。 

ポイント ア  

児童の実態 

・自立活動の指導項目に沿って記載します。児童の課題だけではな

く、長所や得意としていることも把握します。 

ポイント イ  

課題同士の関連 

・中心的な課題を導き出すために記載します。原因と結果、相互に

関連し合っている項目を視点とします。 

ポイント ウ  

指導目標 

・自立活動の指導の効果を高めるために、学年の長期的な目標と共

に、短期的な目標も視野に入れて設定します。       

ポイント エ  

指導目標を達成する

ために必要な内容項

目の設定 

・該当する内容項目の外枠を太線で囲むことにより、内容項目を端

的に把握できるようにします。      

ポイント オ  

具体的な指導内容 

 

・内容項目と指導内容における関連のある点（●）同士を線で結ぶ

ことにより、内容項目と指導内容の関連性を把握できるようにし

ます。   

ポイント カ  

題材名 

・どのような学習内容なのかが児童に分かるようなネーミングをし

ます。 

ポイント キ  

評価 

・児童の評価と共に指導の評価ともなります。次の題材に生かして

いきましょう。 

 

 

手順１

•個々の児童の実態を的確に把握する。

＜例＞生育歴、障がいの状態、発達や経験の程度 等

手順２

•実態把握に基づいて指導すべき課題を抽出し、課題相互の
関連を整理する。

手順３
•個々の実態に即した指導目標を明確に設定する。

手順４

•自立活動の内容（６区分27項目）から、個々の指導目標を
達成するために必要な項目を選定する。

手順５
•選定した項目を相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。
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自立活動における個別の指導計画シート作成例（小学校） 

学年・障がいの種類   

１児童の実態 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

児
童
の
よ
さ 

・身体を動かす

遊びを好む。 

     

項目(５)      

児
童
の
課
題 

 ・自分の行動を注意さ

れたときに反発して

興奮を鎮められない

ときがある。 

   ・特定の友達を集

中的に責めるこ

とがある。 

 項目(１)    項目(２) 

２ 課題同士の関連 

課題同士の関連 関連する項目 

・友達から強い口調で話されると乱暴な言動になることがあり、気持ちを落ち着けるまで

に時間がかかる。 
２－（１） ６－（２） 

３ 指導目標 

指導目標 関連する項目 

・気持ちが落ち着かなくなったときの対処方法がわかる。  ２－（１） ６－（２） 

４ 指導目標を達成するために必要な内容項目の設定 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

(1) 生活のリズムや 

生活習慣の形成 

情緒の安定 他者とのかかわ

りの基礎 

保有する感覚の 

活用 

姿勢と運動・ 

動作の基本的 

技能 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(2) 病気の状態の 

理解と生活管理 

状況の理解と 

変化への対応 

他者の意図や 

感情の理解 

感覚や認知の 

特性についての

理解と対応 

姿勢保持と運

動・動作の補助

的手段の活用 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(3) 身体各部の状態

の理解と養護 

障害による学習

上又は生活上の

困難を改善・ 

克服する意欲 

自己の理解と 

行動の調整 

感覚の補助及び 

代行手段の活用 

日常生活に必要

な基本動作 

言語の形成と 

活用 

(4) 障害の特性の 

理解と生活環境

の調整 

 集団への参加の 

基礎 

感覚を総合的に 

活用した周囲の 

状況についての 

把握と状況に 

応じた行動 

身体の移動能力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の

選択と活用 

(5) 健康状態の維持 

・改善 

  認知や行動の 

手掛かりとなる

概念の形成 

作業に必要な 

動作と円滑な 

遂行 

状況に応じた 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

      ●      ●       ●       ●      ●      ● 

５ 具体的な指導内容 

            ●            ●             ● 

  ・気持ちが落ち着かなくなったとき

の対処方法を考え、ロールプレイ

を通して、実際の生活や学習場面

で活用できるようにする。 

６ 題材名 

  気持ちのコントロール名人になろう 

７ 評価 

  ・気持ちが落ち着かなくなったときに自分はどうすることがよいのかが分かったか。 

ポイント ア 

ポイント エ 

ポイント ウ 

ポイント イ 

ポイント キ 

ポイント カ 

ポイント オ 
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６ 教育活動全体における自立活動の位置付けの可視化シート作成のポイント  

教育活動全体における自立活動の位置付けを明確にするために、教育活動全体における自立活 

動の位置付けの可視化シートを作成しました。このシートを活用することで、他の教職員と児童 

の指導内容を共有することができます。  

作成のポイントを５つの項目で示します。 

 

ポイント ○ア   

児童の実態 

・自立活動における個別の指導計画シートを基に、児童のよ

さや課題を記載します。 

ポイント ○イ   

保護者・教師の願い  

・保護者と話し合いをもつ場を設け、児童に対する保護者の

願いや思いを聞き取り、記載します。 

ポイント ○ウ  

 各教科における自立活動と

のかかわり 

・教師が各教科の指導目標と共に児童の自立活動の指導内容

を意識できるようにするために記載します。児童が交流学

級で学習する時間がある場合、交流学級の担任とも教科に

おける自立活動の目標や内容を確認することが大切です。 

ポイント ○エ  

自立活動における具体的な

指導内容 

・題材名を記載します。同じ題材名を繰り返しての設定も可

能です。児童の特性に応じて反復的な指導を繰り返した

り、同じ指導内容でも指導方法を変えたりして、目指す姿

を達成していきます。 

ポイント ○オ  

年度末に目指す姿 

・一人一人の児童に、１年間でどのような力を育みたいのか

を想定するために記載します。目指す姿の達成に向かって

指導の評価・改善の繰り返しが大切です。 
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教育活動全体における自立活動の位置付けの可視化シート作成例（小学校） 
 

関係法規等 

日本国憲法  教育基本法 

学校教育法 

その他の教育関係法規 

いじめ防止対策推進法 

岩手県学校教育指導指針 

盛岡市教育目標 

 学校教育目標 

心身共に健康で、よく学び、豊かな心を

もち、明るくたくましく生きていく子ども

の育成 

・すすんでかんがえる子ども（知） 

よく聞き、よく考え、他の人の考えも 

尊重しながら学ぶ子ども 

・思いやりのある子ども（徳） 

善悪の判断ができ、相手の気持ちを考

え、優しい心で行動する子ども 

・じょうぶな子ども 

心身の健康を保ち、明るく元気に、最

後まで粘り強く活動する子ども 

 児童の実態 

○身体を動かす遊びが好きである。 

●自分の行動を注意された時に、反

発して興奮を鎮められない時があ

る。 

●特定の友達を集中的に責める事が

ある。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

各教科における 

自立活動とのかかわり 

（国語） 

・友達と会話する時のルールやマナー

を話形で示して活用できるようにす

る。〔６ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ－（２）〕 

（社会） 

・学習した内容は教室壁面に掲示し可

視化する。〔４環境の把握－（２）〕 

（算数） 

・コンパス、分度器等の用具は必要に

応じて取り出して指導する。 

〔５身体の動き－（１）〕 

（理科） 

・観察・実験の学習において、用具の

使い方や手順を可視化する。 

〔４環境の把握－（２）〕 

（音楽） 

・集団に参加するための手順やきまり

を場を捉えて指導し、友達との円滑

な関わりができるようにする。 

〔３人間関係の形成－（４）〕 

（図画工作） 

・用具の扱い方を個別で指導し、手先

が器用な児童のよさから自己肯定感

を高められるようにする。 

〔２心理的な安定－（１）〕 

（家庭） 

・健康な生活形成を図るために、学ん

だことを家庭にも伝え、家庭との連

携を図りながら指導する。 

〔１健康の保持－（１）〕 

（体育） 

・保健の学習では、健康な生活形

成を図るために、本児童が学ん

だことを家庭にも伝え、学校と

家庭との連携を図りながら指導

する。〔１健康の保持－（１）〕 

・交流学級における体育の学習の

中で友達との関わりの時間や場

を設定する。 

〔６ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ－（２）〕 

（外国語） 

・外国語を通して友達と関わり、喜び

や楽しさを感じている様子が見られ

た時には随時称賛し、人と関わって

生活していくことの大切さに気付く

ことができるようにする。 

〔３人間関係の形成－（４）〕 

  保護者・教師の願い 

・友達との円滑な関わり 

・正しい日常生活のリズム 

  

 

   

 

 

  学校全体で育成すべき資質・能力 

新しい時代を創造豊かにたくましく生き

る人づくりを目指し、温かな人間関係を築

く学級・学年づくりを基盤とし、学び合

い、高め合い、支え合い、共に力を合わせ

て生活する力を育む。 

 道徳における 

自立活動とのかかわり 

・友達と仲よく関わることができる

ようにするために、〔思いやり、

親切〕の項目では、役割演技によ

って、適切な行動をしようとする

心情を育てる。 

〔３人間関係の形成－（４）〕 

 

 

 

 

 ◇自立活動の目標 

・気持ちが落ち着かなくなった時の対処 

方法がわかる。 

 

◇指導の目標を達成するために必要な内容

項目の設定 

１－ 

２－（１）情緒の安定 

３－ 

４－ 

５－ 

６－（２）言語の受容と表出 

 

◇自立活動における具体的な指導内容 

・４月 実態把握 

・５月・６月 

・７月 気持ちのコントロール名人にな

ろう 

・８月 

・９月 気持ちのコントロール名人にな

ろう 

・10月 

・11月 気持ちのコントロール名人にな

ろう 

・12月～３月 

 

 

 

◇年度末に目指す姿 

・気持ちが落ち着かなくなった時の対処方

法を理解し、それらの中から自分で選

択して気持ちを落ち着けられるように

する。 

 

 

  

 

 総合的な学習の時間における 

自立活動とのかかわり 

・集団に参加するためのきまりにつ

いて場を捉えて指導し、円滑な関

わりができるようにする。 

〔３人間関係の形成－（４）〕 
  

  

 

 

 

 

 特別活動における 

自立活動とのかかわり 

・話し合いにおいて、気持ちがコン

トロールできなくなったときの環

境を整えておく。 

〔２情緒の安定－（１）〕 

  

 

 

 

 

 給食時間における 

自立活動とのかかわり 

・好き嫌いなく食べられることを称

賛しながら、食べ方や姿勢につい

て適宜声がけをする。 

・声がけは段階的に減らしていく。 

〔１健康の保持－（１）〕 

〔５身体の動き－（１）〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

推進体制 

・校長 

・副校長 

・特別支援コーディネーター 

・特別支援学級担任 

・交流学級担任 

・その他児童の指導に直接関わる教   

 員 

 

家庭との連携 

・連絡帳にて日々の児童の様子を知ら

せる。 

  

 

 

 

 

 

 

ポイント ○オ 

ポイント ○エ 

ポイント ○ア 
ポイント ○ウ 

ポイント ○イ 
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７  自立活動における個別の指導計画シートと教育活動全体における自立活動の位置付

けの可視化シートの運用例  

   作成・活用について１年間のサイクルで行うことができるよう、特別支援教育コーディネー 

ター、特別支援学級担任、交流学級担任の役割について一例を示します。 

 

 

 

 

 

 
特別支援学級担任 交流学級担任 

特別支援教育 

コーディネーター 

その他児童の指導に 

関わる教職員 

前年度 

３月 

   ・協議の場を設定  

４月     

５月  

 

 ・協議の場を設定  

７月   ・協議の場を設定  

８月   ・協議の場を設定  

10 月  

 

 

 

 ・協議の場を設定  

12 月  

 

 

 ・協議の場を設定  

３月  

 

 

 

 ・協議の場を設定  

 

教育課程の編成に 

関わること 

教育活動全体における 
自立活動の位置付けの 

可視化シートに関わること 

自立活動における 
個別の指導計画シートに 

関わること 

シートの修正 シートの修正 

年度末の児童の指導目標に基づく評価 

シートをもとに教育課程編成 

シートを活用した教育活動全体における児童の自立活動の位置付けについての共通理解 

学期末の児童の指導目標に基づく評価 

シートの修正 シートの修正 

シートの作成 シートの作成 

修正したシートを活用した教育活動全体における児童の自立活動の位置付けについての共通理解 

２学期中間の児童の指導目標に基づく評価 

シートの修正 シートの修正 

学期末の児童の指導目標に基づく評価 

シートの修正 シートの修正 

年度末の児童の指導目標に基づく評価 
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第３章 授業づくり 
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１ 自立活動の授業づくりの手順 

自立活動における個別の指導計画シート （p.16）と教育活動全体における自立活動の位置付け

の可視化シート（p.18）を作成し、下記の手順に沿って授業づくりを進めます。 

 

 

・児童の自立活動における個別の指導計画シートを基に題材を決定します。 

・困難さを改善・克服していくために同じ題材名で指導方法や活動内容を変えながら繰

り返し指導していくことが大切です(p.21 参照）。 

 

 

 

 

・児童のよさや課題を自立活動編に示されている自立活動の内容６区分 27 項目に照ら

し合わせて整理します(p.21 参照）。 

 

 

・児童の課題は単独であるものではなく、様々な困難さが原因となり異なった課題を生

み出している場合があります。児童の困難さが何に起因するのかを考え、指導目標を

設定します(p.22 参照）。 

 

 

 

 

・指導目標を達成するための内容項目同士の関連を考え、具体的な指導内容を焦点化 

していきます(p.23 参照）。 

 

 

 

・指導に他の教職員も関わる場合は、児童への具体的な支援の場や方法などを他の教職

員とも共通理解して指導に当たります(p.24 参照）。 

 

 

 

・題材を通した児童の評価を生かして、自立活動における個別の指導計画シートに反 

映させます (p.24 参照）。 

・評価に応じてシートの修正を図っていくことが大切です。 

 

第３章 授業づくり 

手順 1  題材の決定 

手順２  実態について 

     自立活動 6 区分 27 項目との照合 

手順３  課題同士の関連の整理と指導目標の設定 

手順４  指導目標を達成するために必要な内容項目の設定及び 

具体的な指導内容の考案 

手順５  指導計画の立案と展開 

手順６  題材を通しての評価 
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一年間に取り組む具体的な題材（指導内容）を決定します。同じ題材名を繰り返しての設定も

可能です。児童の特性に応じて反復的な指導を繰り返したり、同じ指導内容でも指導方法を変え

たりして、目指す姿を達成していきます。 

･ ４月 実態把握 

･ ５月 こんなときはどうしたらよいのかな 

･ ６月 自分のことは自分で 

･ ７月 体を動かすのは楽しいね 

･ ８月 上手に動かそう  

･ ９月 こんなときはどうしたらよいのかな 

･ 10 月 どんな顔がすてきかな 

･ 11 月 体を動かすのは楽しいね 

･ 12 月 どんな顔がすてきかな  

･ １月 上手に動かそう  

･ ２月 こんなときはどうしたらよいのかな 

･ ３月 上手に動かそう  

         一年間の題材の例 

 

 

 

 

児童の課題にだけ着目するのではなく、児童のよさを十分に見取るようにします。そうするこ

とで、題材の指導内容に児童のよさを生かした活動を設定することができます。 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

児
童
の
よ
さ 

・身体や身辺

を清 潔に保

つこ とがで

きる。 

・予定を何度

も問うこと

で落ち着く

ことができ

る。 

・交流学級に

おいては友

達と同様の

行動をとろ

うとする。 

・耳からの情 

報が入りや 

すい。 

・離席せず学 

習すること 

ができる。 

・丁寧な言葉 

遣いで話す 

ことができ   

る。 

項目（１） 項目（１） 項目（１） 項目（２） 項目（１） 項目（１） 

児
童
の
課
題 

・疲れやすく

長い 距離を

走る ことが

できない。 

・経験の不足

から 身体を

動か す遊び

を好まない｡ 

・意に沿わな

いことがあ

るとにらん

だり乱暴な

言葉を話し

たりする。 

・予定を問う

回数を減ら

す必要があ

る。 

・集団に参加

するための

手順やきま

りを理解す

ることが難

しい。 

・相手の意図

や感情を取

り違えてし

まうことが

ある。 

・身体や衣服 

が汚れるの 

を嫌がる。 

・黒板の文字 

をノートに 

書き写すの 

が難しい。 

・工作等で扱 

う用具や調 

理用具を扱 

うことが難 

しい。 

・必要なこと 

を伝えたり 

相談したり 

することが 

難しいこと 

がある。 

項目（５） 項目（２） 項目（２） 項目（２） 項目（５） 項目（５） 

児童の実態記入例 

 

 

 

手順 1  題材の決定 

教育活動全体における 
自立活動の位置付けの 

可視化シート 
ポイント ○エ （pp.17-18） 

手順２  実態について 

     自立活動 6 区分 27 項目との照合 

自立活動における 
個別の指導計画シート 

ポイント ア（pp.15-16） 

１ 健康の保持 

（5）健康状態の維持・改善に関すること 
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児童の課題同士の関連を整理します。 

 課題同士の関連 関連する項目 

①  分からないことがあったときに援助を求めることができず、活

動が停滞してしまったり、近くにいる友達をにらんだりしてしま

うことがある。 

２－（２） 

３－（２） 

６－（５） 

②  経験の不足から身体を動かす遊びや手先を使った活動を好ま

ず、遊びの中で身体や衣服が汚れるのを嫌がる。 

１－（５） 

５－（５） 

③  一日の予定や一時間の流れを教師から聞くことで情緒の安定を

図ることができるが、段階的に減らしていく必要がある。 

４－（２） 

２－（２） 

課題同士の関連記入例 

 

 

課題同士の関連から指導目標を設定します。題材の中に 

これら全てを盛り込んで指導目標を設定することもできますが、指導の内容が多すぎると焦点化

が図られないこともあります。課題同士の関連の一つに特化して、題材を構成していくことも考

えられます。 

指導目標  関連する項目 

自分の表情から受ける相手の気持ちに気付き、自分の気持ちを適切

な表情と言葉で伝えることができる。 

２－（２） 

３－（２） 

６－（５） 

指導目標の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３  課題同士の関連の整理と指導目標の設定 

自立活動における 
個別の指導計画シート 

ポイント イ（pp.15-16） 

自立活動における 
個別の指導計画シート 

ポイント ウ（pp.15-16） 

 

課題同士の関連①を中心的な課題とし、

指導目標を設定しました。 



- 23 - 

 

 

 

 

指導目標を達成するための自立活動の内容６区分 27 項目を確認し、それらの項目を満たすた

めの具体的な指導内容を考えます。 

 

４ 指導目標を達成するために必要な内容項目の設定  

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

(1) 生活のリズムや 

生活習慣の形成 

情緒の安定 他者とのかかわ

りの基礎 

保有する感覚の 

活用 

姿勢と運動・ 

動作の基本的 

技能 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(2) 病気の状態の 

理解と生活管理 

状況の理解と 

変化への対応 

他者の意図や 

感情の理解 

感覚や認知の 

特性についての

理解と対応 

姿勢保持と運

動・動作の補助

的手段の活用 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(3) 身体各部の状態

の理解と養護 

障害による学習

上又は生活上の

困難を改善・ 

克服する意欲 

自己の理解と 

行動の調整 

感覚の補助及び 

代行手段の活用 

日常生活に必要

な基本動作 

言語の形成と 

活用 

(4) 障害の特性の 

理解と生活環境

の調整 

 集団への参加の 

基礎 

感覚を総合的に 

活用した周囲の 

状況についての 

把握と状況に 

応じた行動 

身体の移動能力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の

選択と活用 

(5) 健康状態の維持 

・改善 

  認知や行動の 

手掛かりとなる

概念の形成 

作業に必要な 

動作と円滑な 

遂行 

状況に応じた 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

      ●      ●       ●       ●      ●      ● 

 

５ 具体的な指導内容 

         ●              ●             ● 

・相手に伝えなければならな
い事柄を示した絵を見なが
ら考えたり、ロールプレイ
で練習したりする｡ 

・簡単なルールで身体を動か
す遊びを通して、他者と関
わりながら、身体を動かす
ことの楽しさを知る｡ 

・可視化し予定を適宜教師が
声かけし、聴覚からの情報
として取り入れられるよう
にし、段階的に可視化に移
行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４  指導目標を達成するために必要な内容項目の設定及び 

具体的な指導内容の考案 

自立活動における 
個別の指導計画シート 

ポイント エ 
ポイント オ（pp.15-16） 
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題材の設定時間、指導の形態、指導の場を考えます。指導の効果を高めるために、個別がよい

のか、ペアやグループがよいのか、どのような場を設定したらよいのかを考えます。ペアやグル

ープで形態を考えた場合、共に活動する他の児童にも個々に自立活動の指導目標を設定する必要

があります。 

 時 １単位時間における指導目標 形態 場 

１ 絵カードや動画を用いて表情と気持ちの関係について理解で

きるようにする。 

個別 相談室 

２ 自分の表情を確認したり友達と対話したりして、自分の表情

から受ける相手の気持ちに気付くことができるようにする。 

ペア 相談室 

３ 簡単なゲームを用いて状況に応じた気持ちと表情を一致でき

るようにし、ロールプレイを通して、自分の気持ちを適切な表

情と言葉で相手に伝えることができるようにする。 

ペア 相談室 

４ 複数の先生との関わりを通して、状況に応じた自分の気持ち

を適切な表情と言葉で相手に伝えることができるようにする。 

ペア 相談室等 

単元計画の例 

 

 

 

 

 

 

児童の指導内容に照らし合わせて題材を通した評価を行います。１単位時間における評価 

とともに題材全体を通しての児童の変容を見取ります。 

 

    

 

 

評価基準の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順５  指導計画の立案と展開 

手順６  題材を通しての評価 

・気持ちと表情の関係が分かり、自分の表情から受ける相手の気持ちに気付くことができたか。 

・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で表すことができたか。 

・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で伝えることができたか。 

自立活動における 
個別の指導計画シート 

ポイント キ（pp.15-16） 

 

ここでは、個別に学習する時間と特別支援学級の児童と

ペアで学習する時間で 4 時間の単元計画を立てました。 

 



- 25 - 

 

 

２ 教科等と合わせず単独で位置付けた例における授業例 

 

 １ 題材名 

    どんな顔がすてきかな 

 ２ 題材について 

    （１）児童観 

      （省略） 

        ○自立活動の内容６区分 27 項目に照らし合わせた児童の実態 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

児
童
の
よ
さ 

・身体や身辺

を清潔に 

保つことが

できる。 

・予定を何度

も問うこと

で落ち着く

ことができ

る。 

・交流学級に

おいては、

友達と同様

の行動をと

ろうとす

る。 

・耳からの情

報が入りや

すい。 

・離席せずに

学習するこ

と が で き

る。 

・丁寧な言葉

遣いで話す

ことができ

る。 

項目（１） 項目（１） 項目（１） 項目（２） 項目（１） 項目（１） 

児
童
の
課
題 

・疲れやすく

長い距離を

走ることが

できない。 

 

 

・経験の不足

から身体を

動かす遊び

を好まな

い。 

・意に沿わな

いことがあ

るとにらん

だり乱暴な

言葉を話し

たりする。 

・予定を問う

回数を段階

的に減らし

ていく必要

がある。 

・場に応じた

表情や言動

がとれない

ときがあ

る。 

 

・相手の意図

や感情を取

り違えてし

まうことが

ある。 

・身体や衣服

が汚れるの

を嫌がる。 

 

 

 

・黒板の文字

をノートに

書き写すの

が難しい。 

・工作等で扱

う用具や調

理用具を扱

うことが難

しい。 

・必要なこと

を伝えたり

相談したり

することが

難しい。 

項目（５） 項目（２） 項目（２） 項目（２） 項目（５） 項目（５） 

（２）課題同士の関連 

 課題同士の関連 関連する項目 

①   分からないことがあったときに援助を求めることができず、活動

が停滞してしまったり、近くにいる友達をにらんだりしてしまうこ

とがある。 

２－（２）  

３－（２） 

６－（５） 

②  経験の不足から身体を動かす遊びや手先を使った活動を好まず、

遊びの中で身体や衣服が汚れるのを嫌がる。 

１－（５）  

５－（５） 

③  一日の予定や一時間の流れを教師から聞くことで情緒の安定を図

ることができるが、段階的に減らしていく必要がある。 

４－（２）  

２－（２） 

  （３）指導観 

他者と円滑に関わるためには、人に対する基本的な信頼感をもち、他者からの働きかけを

受け止め、それに応ずることができる力が必要である。しかし、他者に自分の気持ちを適切

な方法で伝えることが難しい場合、他者に対して不適切な関わり方をしてしまったり、その

場のやりとりや活動が停滞してしまったりすることがある。それらを改善・克服していくた

めには、身近な人に対して的確な援助を依頼する力が必要となる。そこで、自立活動の時間

に生活上の様々な場面を想定し、他者と関わる際の具体的な方法を身につけることが大切で

あると考える。 

そこで本題材は、課題同士の関連の中の①に特化して題材を設定していく。児童が表情と

気持ちの関係を理解し、自分の表情がどのような印象として伝わっているのかに気付くこと

で、状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で伝えられるようにしていきたい。 

 

 



- 26 - 

 

  ３ 指導目標 

指導目標 関連する項目 

自分の表情から受ける相手の気持ちに気付き、自分の気持ちを適切な

表情と言葉で伝えることができる。 

２－（２）  

３－（２） 

６－（５） 

 

４ 指導目標を達成するために必要な内容項目の設定 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

(1) 生活のリズムや 

生活習慣の形成 

情緒の安定 他者とのかかわ

りの基礎 

保有する感覚の 

活用 

姿勢と運動・ 

動作の基本的 

技能 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(2) 病気の状態の 

理解と生活管理 

状況の理解と 

変化への対応 

他者の意図や 

感情の理解 

感覚や認知の 

特性についての

理解と対応 

姿勢保持と運

動・動作の補助

的手段の活用 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(3) 身体各部の状態

の理解と養護 

障害による学習

上又は生活上の

困難を改善・ 

克服する意欲 

自己の理解と 

行動の調整 

感覚の補助及び 

代行手段の活用 

日常生活に必要

な基本動作 

言語の形成と 

活用 

(4) 障害の特性の 

理解と生活環境

の調整 

 集団への参加の 

基礎 

感覚を総合的に 

活用した周囲の 

状況についての 

把握と状況に 

応じた行動 

身体の移動能力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段

の選択と活用 

(5) 健康状態の維持 

・改善 

  認知や行動の 

手掛かりとなる

概念の形成 

作業に必要な 

動作と円滑な 

遂行 

状況に応じた 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

      ●      ●       ●       ●      ●      ● 

 

５ 具体的な指導内容            ● 

状況に即した表情の理解を絵カードや動画を用いて促し、ロールプレイを通して、適切な表情
と言葉で自分の気持ちを伝えることができるようにする。 

 

６ 本題材における評価 

  ・気持ちと表情の関係が分かり、自分の表情から受ける相手の気持ちに気付くことができたか。 

   ・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で表すことができたか。 

  ・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で伝えることができたか。 

 

７ 題材の指導計画 

時 指導目標 形態 場 

１ 絵カードや動画を用いて表情と気持ちの関係について理解でき

るようにする。 

個別 相談室 

２ 自分の表情を確認したり友達と対話したりして、自分の表情か

ら受ける相手の気持ちに気付くことができるようにする。 

ペア 相談室 

３ 簡単なゲームを用いて状況に応じた気持ちと表情を一致できる

ようにし、ロールプレイを通して、自分の気持ちを適切な表情と

言葉で相手に伝えることができるようにする。 

ペア 相談室 

４ 複数の先生との関わりを通して、状況に応じた自分の気持ちを

適切な表情と言葉で相手に伝えることができるようにする。 

ペア 相談室等 
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 ８ 指導と評価の計画（全４時間） 

①本時の目標（１／４時間） 

気持ちと表情の関係が分かる。 

②本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

導
入
５
分 

１ 神経衰弱ゲームをする。 

 

 

 

 

２ 本時の課題を設定する。 

 

・笑っている顔や泣いている顔 

など様々な表情のカードを用 

いてカードのマッチングを行 

い、課題につなげるようにす 

る。 

・声に出して読むことで、課題

の意識付けを図る（聴覚優位

の特性を生かす）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

37

分 

３ 本時の流れを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 絵を見て、そのときの気持ちと表

情カードのマッチングをする。 

〔指導内容２－（２）〕 

 

５ 表情から受ける印象について考え

る。 〔指導内容３－（２）〕 

 

 

 

６ ロールプレイをする。 

・学習場面での設定  

・遊びの場面での設定  

 

・可視化した１時間の予定 

を教師が話し、聴覚から 

の情報として取り入れら 

れるようにし安心感をも 

てるようにする。本時の 

流れの確認は、話すこと 

から見ることへ段階的に 

移行していく。 

 

 

・絵の場面の状況は教師との対

話で理解できるようにし、安

心して考えられるようにする 

 

・動画を提示することで、実際

の生活場面を想定して考える

ことができるようにする。 

 

 

・児童の表情と教師の表情を対

応させることにより、相手の 

気持ちについて考えられるよ 

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆場面の状況、気持

ち、表情の三つを 

合わせて理解する 

ことができたか。 

（行動の観察） 

☆具体的な生活の場

での、気持ちと表

情を合わせ捉える

ことができている 

か。(発言) 

終
末 

３
分 

７ 本時のまとめをする。  

 

 

８ 本時の振り返りをする。  

 

・教師が板書をし、教師と一緒 

に読むことで定着を図るよう

にする。 

 

 

 

・児童ががんばったこと、楽し

かったことを認め、次時への

意欲につなげるようにする。 

 

③本時の評価 

・うれしい気持ちや腹立たしい気持ちの時の表情の判断ができたか。 
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①本時の目標（２／４時間） 

自分の表情から受ける相手の気持ちに気付くことができる。 

②本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

 

 

導

入  

10

分 

１ 神経衰弱ゲームをする。 

 

 

 

２ 本時の課題を設定する。 

 

・絵カードと写真とを合わせ、

実際の表情を見ることによ

り、実際の生活に近づけるよ

うにする。 

・声に出して読むことで、課題

の意識付けを図る（聴覚優位

の特性を生かす）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

３ 本時の流れを確認する。  

 

 

 

 

 

 

４ 「まねっこゲーム」をする。  

・「にっこりする」「ほっぺをふくら

ませる」などのカードを引き、そ

の指示に従った表情をする。 

〔指導内容２－（２）〕 

 

 

 

 

５ 「かがみよ！かがみ！ゲーム」

をする。  

・教師の指示により、にこにこした

顔や怒っている顔を、タブレット

端末の画面を見ながら行う。 

〔指導内容３－（２）〕 

 

・可視化した１時間の予定を教 

師が話し、聴覚からの情報と 

して取り入れられるようにし 

安心感をもてるようにする。 

本時の流れの確認は、話すこ 

とから見ることへ段階的に移 

行していく。 

・カードを引いた人の表 

情をまねすることによ 

り、相手の顔を意識で 

きるようにする。 

 

 

 

 

 

・鏡を活用することで、自分が

どんな顔でにこにこした顔や

怒った顔をしているのかが分

かるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分の表情から相 

手の気持ちもうれ 

しくなったり腹立 

たしくなったりす 

ることに気付くこ 

とができたか。 

 (発言) 

終
末
５
分 

６ 本時のまとめをする。  

 

 

８ 本時の振り返りをする。  

 

・教師が板書をし、教師と一緒 

に読むことで定着を図るよう

にする。 

 

 

 

 

 

・児童ががんばったこと、楽し

かったことを認め、次時への

意欲につなげるようにする。 

 

③本時の評価 

・うれしい気持ちや腹立たしい気持ちの時の表情の判断ができたか。 
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①本時の目標（３／４時間） 

状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で表すことができる。 

②本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

導
入
５
分 

１ 神経衰弱ゲームをする。 

 

 

 

２ 前時を想起する。 

 

 

 

 

３ 本時の課題を設定する。 

 

・本校職員の笑っている顔、怒 

っている顔など様々な表情の 

写真を用いることで、雰囲気 

を和やかにする。 

・ゲームで用いた写真の表情に 

着目させることで、表情から 

受ける印象について考え、前 

時の活動を振り返られるよう 

にする。 

・聴覚優位の特性により、声に 

出して読むことで、課題の意 

識付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

37

分 

４ 本時の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 間違い探しゲーム 

  〔指導内容２－（２）〕 

 

 

 

６ ぴったんこゲーム 

  ① 絵を見る。 

    (絵の内容） 

・うれしい場面 

・親切にされる場面 

  ・困っている場面 

 ・悲しい場面 など 

 ② 状況に応じた表情をする。 

③ 状況に応じた言葉を話す。 

   〔指導内容２－（２） ６－（５）〕 

 

７ ロールプレイをする。 

・可視化した１時間の予定を教

師が話し、聴覚からの情報と

して取り入れられるようにし 

安心感をもてるようにする。 

本時の流れの確認は児童が聞

くことから見ることへ移行す

ることができるように、話す

ことを段階的に減らしてい

く。 

・状況に不適切な表情や言葉が

ある動画を視聴し、間違いを

探すことにより、表情と言葉

の関係が理解できるようにす 

る。 

・状況に応じた言葉が分からな

いときには、選択肢のカード

を用意しておき、その中から

選べるようにすることで状況

に応じた言葉を話せるように

する。 

 

 

 

 

 

・ぴったんこゲームで用いた絵 

 を再び活用することで、場面 

 の状況把握をしやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆状況に応じた表情

と言葉の関係が理

解できたか。 

（発言） 

 

☆状況に応じた気持

ちを適切な表情と

言葉で表すことが

できたか。 

 （行動の観察） 
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 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

終
末
３
分 

８ 本時のまとめをする。 

 

９ 本時の振り返りをする。 

 

 

・教師が板書をし、教師と一緒 

に読むことで定着を図るよう 

にする。 

 

・児童ががんばったこと、楽し 

かったことを認め、次時への 

意欲につなげるようにする。 

 

③本時の評価 

・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で表すことができたか。 

 

 

間違い探しゲームで活用した、状況に不適切な表情や言葉のある動画 
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① 本時の目標（４／４時間） 

状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で伝え、自分の表情から受ける相手の気持ちに気

付くことができる。 

②本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

１ 表情カルタをする。 

  ①場面の状況を教師が読み、それ

に合う表情のカードをとる。 

  ②表情カードの裏にある選択肢の

中から、場面の状況にあった言

葉を選ぶ。 

 

２ 本時の課題を設定する。 

 

・本校の職員の笑っている顔、 

怒っている顔など様々な表情 

の写真を用いることで、雰囲 

気を和やかにする。 

 

 

 

・壁面に前時に学習した気持ち 

を表す言葉を掲示することに 

より、課題設定の手掛かりと 

なるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

30

分 

３ 本時の流れを確認する。 

     

 

 

４ 「お手伝い大作戦」をする。 

   〔指導内容３－（２） ６－（２）〕 

 ・教師から依頼されたお手伝いを

遂行する中で、チェックポイン

トに用意された課題を実行して

いく。 

○チェックポイントの場 

    ・体育館   ・校長室 

    ・保健室   ・職員室 

    ・相談室 

 ○チェック内容 

    ・友達と活動して疲れたときの

表情と一緒にがんばった相手

への適切な言葉 

    ・手伝ってほしい時の表情と相

手への適切な言葉 

  ・うれしい時の表情と相手への

適切な言葉 

    ・相手にお願いをするときの表

情と適切な言葉 

・可視化したスケジュールを教 

師が話し、聴覚からの情報と 

して取り入れられるようにす 

る。 

・チェックポイントには、状況 

に応じた表情や言葉を話すこ 

とができる場面を設定する。 

児童が目標を達成することが 

できるようにするために、教 

育活動全体における自立活動 

の可視化シートを児童の支援 

に関わる他の職員と確認し、 

適切な支援や声がけを共有す 

る。 

 

 

 

 

☆状況に応じた気持 

ちを適切な表情と 

言葉で伝えること 

ができたか。 

 (行動の観察） 

 

☆自分の表情から受 

ける相手の気持ち 

に気付くことがで 

きる。 (発言） 
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 学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

終
末
５
分 

５ 本時のまとめをする。 

 

６ 本時の振り返りをする。 

 

 

・教師が板書をし、教師と一緒 

に読むことで定着を図るよう 

にする。 

 

 

 

 

 

・児童ががんばったこと、楽し 

かったことを認め、次時への 

意欲につなげるようにする。 

 

③本時の評価 

   ・状況に応じた気持ちを適切な表情と言葉で伝えることができたか。 

  ・自分の表情から受ける相手の気持ちに気付くことができたか。 

   ※事前に児童の指導にかかわる教員と指導と評価の共通理解をし、指導に関わった複数の教        

員で評価を行う。 
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３ 教科等と合わせず単独で位置付けた例及び教科等と合わせて位置付けた

例における授業例 
 

 １ 題材名 

    自分っていいな 

 ２ 題材について 

    （１）児童観 

      （省略） 

        ○自立活動の内容６区分 27 項目に照らし合わせた児童の実態 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

児
童
の
よ
さ 

・身体を動か 

す遊びが好 

きである。 

・関わりのあ 

る教師と一 

対一でいる 

ときは、落 

ち着いて学 

習すること 

ができる。 

・下学年の友 

達と一対一 

で関わった 

場合、優し 

く接するこ 

とができ

る。 

・ポスターや 

カードに興 

味がある。 

・視覚が優位 

である。 

・手先が器用 

である。 

・調理や工作 

で使用する 

用具を器用 

に扱うこと 

ができる。 

・言葉による

コミュニケ

ーションが 

十分にとれ 

る。 

項目（１） 項目（１） 項目（１） 項目（２） 項目（３） 項目（４） 

児
童
の
課
題 

・整理整頓の 

習慣が身に 

付いていな 

い。 

・攻撃的な言 

動がある反 

面、自分の 

ことを否定 

的に捉え無 

気力な状態 

になるとき 

がある。 

・集団でのき 

まりが守れ 

ず、活動か 

ら逃避する 

ことで自己 

防衛しよう 

とするとき 

がある。 

・注意の持続 

が短い。 

・姿勢の保持 

が難しい。 

・特定の友達 

を集中して 

責めること 

がある。 

項目（１） 項目（３） 項目（３） 項目（２） 項目（１）（５） 項目（２） 

（２）課題同士の関連 

 課題同士の関連 関連する項目 

①  日常生活を健康的に過ごすための生活環境の形成が図れていない｡ １－（１）  

５－（１） 

② 集団に参加するための手順やきまりを理解することが難しく、教

師の指示を聞くことができなかったり、活動に参加できなかったり

する。 

２－（３）  

３－（３） 

４－（２）  

５－（５） 

③ ★友達との関わりの中で乱暴な言動になることがあり、気持ちを落

ち着けるまでに時間がかかる。 

２－（３）  

６－（２） 

  （３）指導観 

児童は、自分の行動を注意されたときに、反発して興奮を鎮められなくなることがある。

このような場合には、自分を落ち着かせることができる場所に移動してその興奮を鎮める

ことや一旦その場を離れて深呼吸するなどの方法を知り、それらを実際に行うことができ

るようにしていく必要がある。また、学習中においては、注意や集中を持続し安定して学

習に取り組むことが難しいことがある。そこで、刺激を統制した落ち着いた環境で、必要

なことに意識を向ける経験を重ねながら、自分に合った集中の仕方や課題への取り組み方

を身に付け、学習に落ち着いて参加する態度を育てていく必要がある。さらに、児童の実

態として、前題材「気持ちのコンロール名人になろう」における題材を振り返る活動の中

で、学習や生活場面での友達との関わりで気持ちが不安定になったとき、反抗的な態度を

とるのではなく、無気力な状態に自分の気持ちを方向付けその場から気持ちや身体を逃避 
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 させることに対処方法を変えていこうとしていることが分かった。児童の発言から、失敗

やトラブルを避けるために自分を否定的に捉え、行動が消極的になっていることがうかが

われた。 

前題材における児童の実態から、本題材は全６時間で設定する。５時間は個別の形態で 

児童の実態に即した自立活動のみの指導を行い、児童の自己肯定感や自己有用感を高める 

指導を行う。児童が自分の思いを十分に語ることができるようにするために教師との対話 

の時間を確保したり、じっくりと思考する場と身体を動かして活動する場をそれぞれに設 

定したりするなど児童を取り巻く環境を工夫したい。１時間は交流学級における体育の学 

習に自立活動の目標を位置付ける。単独の自立活動で高めた自己肯定感をもちながら、友 

達との関わりの中でさらに自己有用感をもてるようにしていく。その際に、教師や友達か 

ら認められる場を設定することで、他者と関わることで得られる楽しさや喜びを存分に味 

わわせていきたい。 

 

  ３ 指導目標 

・自分のよさが分かり、人に認められることに喜びを感じ

ることができる。 

２－（３） ３－（３）  

４－（２） ５－（５） 

 

４ 指導目標を達成するために必要な内容項目の設定 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

(1) 生活のリズムや 

生活習慣の形成 

情緒の安定 他者とのかかわ

りの基礎 

保有する感覚の 

活用 

姿勢と運動・ 

動作の基本的 

技能 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(2) 病気の状態の 

理解と生活管理 

状況の理解と 

変化への対応 

他者の意図や 

感情の理解 

感覚や認知の 

特性についての

理解と対応 

姿勢保持と運

動・動作の補助

的手段の活用 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの 

基礎的能力 

(3) 身体各部の状態

の理解と養護 

障害による学習

上又は生活上の

困難を改善・ 

克服する意欲 

自己の理解と 

行動の調整 

感覚の補助及び 

代行手段の活用 

日常生活に必要

な基本動作 

言語の形成と 

活用 

(4) 障害の特性の 

理解と生活環境

の調整 

 集団への参加の 

基礎 

感覚を総合的に 

活用した周囲の 

状況についての 

把握と状況に 

応じた行動 

身体の移動能力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段

の選択と活用 

(5) 健康状態の維持 

・改善 

  認知や行動の 

手掛かりとなる

概念の形成 

作業に必要な 

動作と円滑な 

遂行 

状況に応じた 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

      ●      ●       ●       ●      ●      ● 

 

５ 具体的な指導内容            ● 

自分のよさに気付き、認められる場を設定することで、自己肯定感を高められるようにし、友

達や教師などの他者と関わることに楽しさや喜びを感じることができるようにする。 
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６ 本題材における評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 自立活動 体育科 

１ 

２ 

・得意なことを生かす活動を設定し、自分

のよさを実感できるようにする。 

 

３ ・自分が作製した鉢置きを設置し、そこで

の他者との関わりの中で、人に認められ

る喜びを味わえるようにする。 

 

４ ・体育の学習の中で自分が友達のために活

動できる役割について考え、ロールプレ

イを通して実際に活動できるようにす

る。 

 

５ ・体育の学習の中で自分の役割をしっかり

行うことで、自己肯定感や自己有用感を

高めることができるようにする。 

・台上前転が安定してできるようになる

ために、練習の仕方を工夫している。 

６ ・自分のよさが分かり、前向きな気持ちを

もつことができる。 

 

この単元では、６時間のうち１時間を交流学級における体育の学習に

自立活動を位置付けています。第５時は自立活動だけではなく、体育科

における目標及び評価を設定する必要があります。 
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①本時の目標（１・２／６時） 

活用してもらう場面を想像しながら鉢置きを作製する活動を通して、誰かのために頑張る自分

のよさを実感することができる。 

②本時の展開 

  学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

導

入 

10

分 

１ どのようなものを作製するとよ

いかを考える。   

 

 

 

 

 

２ 課題を設定する。 

 

・児童が保健室に来室した際に 

鉢植えに目が止まるような環 

境の設定を工夫し、そのとき 

の写真を元にした教師との対 

話により鉢置きを作ろうとす 

る動機付けをする。 

 

・教師との対話により、花を見 

る人の気持ちを想像できるよ 

うにし、本時の課題につなげ 

る。 

 

展

開  

65

分 

３ 材料、用具の扱い方を確認する｡ 

    （材料） 木材、釘、ペンキ 

  （用具） のこぎり、金づち 

 

 

 

 

４ 鉢置きを作製する。 

    

・のこぎり、金づちの安全な使 

い方を教師の手本によって示 

すことで、けがの未然防止に 

努める。用具の使い方は、壁 

面に掲示し、適宜確認できる 

ようにする。 

 

・自分で作製した達成感を味わ 

うことができるように、技術 

面の支援は必要最低限とし、 

教師は安全の確保を十分に行 

うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

15

分 

５ 本時のまとめをする。 

 〔指導内容３－（３）〕 

 

 

６ 本時を振り返る活動をする。 

・どのような気持ちで鉢置きを 

作ったのか、誰にどのような 

気持ちで花を見てほしいのか 

視点を提示し、ワークシート 

に記入できるようにする。 

 

 

 

・次時の意欲につなげるため、

鉢置きを作製した技能面だけ   

でなく、誰かのために役に立   

とうとする気持ちを大いに称   

賛する。 

 

☆誰かのことを思い 

一生懸命にがんば 

った自分を肯定的 

に捉えることがで 

きたか。 

（ワークシートの記

述） 

③本時の評価 

  相手意識をもちながら誰かのために頑張る自分のよさに気付くことができたか。 
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①本時の目標（３／６時） 

設置した鉢置きの花を見た人との関わりを通して、人に認められる喜びを味わうことができ

る。 

②本時の展開 

  学習活動 指導上の留意点 ☆評価（評価方法） 

導
入
５
分 

１ 前時を振り返る活動をする。 

 

 

 

２ 課題を設定する。 

 

・児童の作製途中の写真を提示 

することにより、前時の活動 

を思い出せるようにする。 

 

・相手の気持ちと自分の気持ち 

という二つの視点を提示する 

ことにより、人との関わりに 

ついて意識付けを図るように 

する。 

 

展

開  

35

分 

３ 前時の動画を視聴する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 花を見せたいと児童が思った相

手からの感想の動画を視聴する。 

 

 

 

 

５ 認めてくれた相手に自分の気持

ちを書く。 

    〔指導内容３－（３）〕 

・前時の振り返りから鉢置きを 

どんな気持ちで作製したのか 

を思い出せるようにする。 

・動画から作製時の苦労も思い 

出せるようにすることで、た 

いへんな思いをしてもなぜ最 

後まで頑張ったのかというこ 

とを考えられるようにする。 

・児童が作製した鉢置きに飾っ 

ている花を見て話をしている 

友達や教師の動画を視聴する 

ことで、人の役に立つことに 

喜びをもつことができるよう 

にする。  

・前時に記入したワークシート 

を活用し、どんな気持ちで作 

製したのかを思い出せるよう 

にし、自己肯定感と共に自己 

有用感も高められるようにす 

る。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆人の役に立ち、認 

められたことに喜 

びの気持ちをもつ 

ことができたか。 

  (発言） 

終
末
５
分 

５ 本時のまとめをする。 

 

６ 本時を振り返る活動をする。 

・自分の気持ちと相手の気持ち 

は対応していることがあるこ 

とを理解することができるよ 

うに図を用いて板書するよう 

にする。 

 

 

 

・児童ががんばったこと楽しか 

ったことを認め、次時への意 

欲につなげるようにする。 

 

③本時の評価 

自分の頑張りで周りの人も自分もうれしい気持ちになることに気付き、人に認められる喜びを

味わうことができたか。 
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①本時の目標（４／６時） 

体育の学習の中で自分が友達のためにできる役割について考え、意義を考えながら活動するこ

とができる。 

  学習活動 指導上の留意点 ☆評価(評価方法) 

 

 

 

 

導

入

10

分 

１ 前時を振り返る活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前単元で行った体育の学習の写

真を見る。 

 

・花を見せたいと児童が思った相

手からの感想の動画の視聴を通

して、 

というつながりを思い出せるよ 

うにする。 

・児童が自立活動の前題材におい

てマットを意欲的に運んでいる

写真を提示し、本時の課題につ

なげるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

30 

分 

３ 体育の学習の流れについて知る｡ 

〔器械運動・跳び箱運動〕 

① 集合・あいさつをする。 

②  ペアでストレッチを行う。 

③ 用具の準備をする 
 （跳び箱、マット、踏み切り板） 

④ 課題を確認する。 

⑤ 運動のポイントを選択する。 

⑥ 技の練習をする。 

⑦ 本時を振り返る活動をする。 

⑧ 後片付け・あいさつをする。 

４ 授業の中で自分が友達のために

できそうなことを考え、ワークシ

ートに記入する。 

  〔指導内容２－（３） ３－（３）〕 

 

・視覚優位の特性があることから､

写真等を用いて紙板書について

説明をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童が考えやすいように視点を

提示する。 

  視点①用具の準備 

  視点②練習の際の友達への声がけ 

  視点③用具の片付け 

・題材のつながりを意識すること

ができるように、ワークシート

は次時の自己評価に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分が友達の

ためにできそ

うな役割につ

いて考えるこ

とができか。 

（ワークシート

の記述） 

終
末
５
分 

５ 本時のまとめをする。 

 

６ 本時を振り返る活動をする。 

・自分の気持ちと相手の気持ちは

対応していることがあることを

理解することができるように図

を用いて板書するようにする。 

 

 

 

・児童ががんばったことを認め、

次時への意欲につなげるように

する。 

 

③本時の評価 

体育の学習の中で自分が友達のためにできる役割について考え、何のためにその役割を行うの 

  かということを意識して活動することができたか。 
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①本時の目標（５／６時） 

体育の学習の中で自分が友達のためにできる役割について考えたことを実行することで、自 

己有用感をもてるようにする。 

②本時の展開 

  学習活動 指導上の留意点 ☆評価(評価方法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

導

入

15

分 

１ 集合・あいさつをする。 

 

２ ペアでストレッチをする。 

 

 

３ 用具の準備をする。 

・跳び箱、マット、踏み切り板を

用意する。 

  〔指導内容３－（３）〕 

 

 

４ 課題を確認する。 

  自立活動における課題 

 体育科のおける課題 

 

・児童の体調管理のため、健康観 

察は事前にしておく。 

・集団での活動を意識することが 

できるように、ペアでのストレ 

ッチとする。 

・前時における視点①に関わって 

用具の準備の際に友達のために 

できそうなことを実行できるよ 

うにするために、進んで働いて 

いる姿をビデオで撮り、即時視 

聴できるようにする。  

・前時で記入したワークシートは 

適宜教師が示すことで、課題を 

意識できるようにする。 

 

 

・体育の学習の課題のみならず自 

立活動における児童の課題も意 

識することができるようにする 

ために、タブレット端末で確認 

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

23 

分 

５ 運動のポイントを確認し、自分

の課題の確認をする。 

    〔運動のポイント〕 
①踏み切り  ②着手 
③腰の位置  ④膝角度 

⑤回転姿勢  ⑥着地 

６ 回転系の技の練習をする。 

  〔指導内容６－（２）〕 

・友達と関わり合えるようにグル 

ープを編成すると共に、ポイン 

ト六つに焦点化して、お互いの 

動きを見ることができるように 

する。 

 

・前時における視点②に関わって 

練習の際、友達を励ます言葉が 

けをすることができるように例 

となる言葉のカードを個別に提 

示する。 

 

 

 

 

 

 

☆体育科の評価 

自分の課題に

あった運動の

行い方や練習

の場を選択し

ている。 

（行動の観察） 

☆自立活動の評価

友達を励ます

声がけをする

ことができた

か。 

（行動の観察） 
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  学習活動 指導上の留意点 ☆評価(評価方法) 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

７ 

分 

７ 本時のまとめをする。 

 

  自立活動のまとめ 

 

 体育科のまとめ 

 

８ 本時を振り返る活動をする。 

 

 

９ 後片付け・あいさつをする。 

  〔指導内容３－（３）〕 

 

 

 

 

 

・友達とアドバイスし合ったり励 

まし合ったりすることで、体育 

科の課題も自立活動の課題も目 

指せたことの頑張りを個別に称 

賛する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童ががんばったことを認め、 

次時の意欲につなげるようにす 

る。 

・前時における視点③に関わって 

用具の片付けの際に友達のため 

にできそうなことを実行できる 

ようにするために、進んで働い 

ている姿をビデオで撮り、即時 

視聴できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆進んで用具の

後片 付けを

行うことがで

きたか。 

 （行動の観察）

 

③本時の評価 

体育の学習の中で自分が友達のためにできる役割について考えたことを実行したことで、自 

  己有用感をもつことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動の指導目標を合わせた体育の 

                          学習におけるワークシート 
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①本時の目標（６／６時） 

自分のよさが分かり、友達との関わりに前向きな気持ちをもつことができる。 

②本時の展開 

  学習活動 指導上の留意点 ☆評価(評価方法) 

 

導

入

５

分 

１ 題材全体を振り返る。 

 

 

２ 課題を設定する。 

 

・写真を見ることで、本題材の第

１時から第５時までを振り返る

ことができるようにする｡ 

・前時までの活動を振り返る児童

の発言から、本時の課題につな

げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開  

33 

分 

３ 場面を限定して振り返る活動を行

う。 

 ① 鉢置きを作製したときの気持ち

とがんばりを認めてもらったとき

の気持ち 

 ② 体育の学習でみんなのために活

動したときの気持ちとがんばりを

認めてもらったときの気持ち 

４ 児童に関わる人から、児童のよさ

について話している動画を見る。 

 

 

 

 

 

５ 自分のよさを書く。 

・児童が自分自身の考えているこ 

ととあえて違うことを言ってい 

る様子が見られたときには受容 

的な態度で話を聞くことで落ち 

ついて自分の思いを語ることが 

できるようにしていく。 

 

 

・友達から認められているという 

ことを捉えられるように、「よ 

さ」は自分自身が思っているこ 

とと他者が思っていることが違 

っている場合もあるが、その全 

部が「よさ」だということを話 

す。 

・本題材を段階的に振り返りなが 

ら自分の良さに気付くことがで 

きるように、ワークシートを作 

製し、活用できるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分のよさに

気付くことが

できたか。 

（ワークシート

の記述） 

 

 

 

終

末 

７ 

分 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

７ 題材全体を振り返る活動をし、こ

れからの自分自身について考える。 

・自分が感じている自分のよさ

と他者が感じている児童のよ

さを見ることによって捉えら

れるようにするために、板書

を工夫する。 

・児童ががんばったことを認

め、次時の意欲につなげるよ

うにする。 
 

 

 

 

 

 

☆前向きに生活

しようとする

気持ちをもつ

ことができた 

か。(発言) 

③本時の評価 

    自分のよさが分かり、前向きな気持ちをもつことができたか。 
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参考資料 

 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小

学部・中学部』（平成 30 年）において、小学校の自閉症・情緒障がい特

別支援学級に在籍する児童の特性に当てはまると思われる箇所を抜粋

し、まとめました。 
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自閉症・情緒障がい特別支援学級に在籍する児童の特性を考慮した特別支援学校学習指導

要領解説自立活動編における各項目別指導内容例 

 

１ 健康の保持 

    生命を維持し、日常生活を行うために必要な健康状態の維持・改善を身体的な側面を中心として図る

観点から内容を示している。 

項目について （１）生活リズムや生活習慣の形成に関すること 

・体温の調節、覚

醒と睡眠など健

康状 態の維

持・改善に必要

な生活のリズム

を身に付けるこ

と、食事や排泄

などの生活習慣

の形成、衣服の

調節、室温の調

節や換気、感染

予防のための清

潔保持など健康

な生活環境の形

成を図ること。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・特定の食物や衣服に強い

こだわりを示す場合があ

り、極端な偏食になった

り、季節の変化にかかわ

らず同じ衣服を着続けた

りすることがある。 

・自分の体調がよくない、

悪くなりつつある、疲れ

ているなどの変調がわか

らずに、無理をしてしま

うことがある。 

 

・興味のある活動に過度に

集中してしまい、自分の

ことを顧みることが難し

くなってしまう。 

・自己を客観的に把握する

ことや体内の感覚を自覚

することなどが苦手であ

る。 

・清潔や衛生を保つことの

必要性を理解できるよう

にし家庭等との密接な連

携の下に不衛生にならな

いように日常的に心がけ

られるようにする。 

・体温を測ることを習慣化

し体調が良くないと判断

したら、その後の対応を

保護者や教師と相談する

ことを学ぶ指導も考えら

れる。 

 

 

 

 

・自己を客観視するため、

例えば、毎朝その日の体

調を記述したり、起床・

就寝時刻などを記録した

りして、スケジュール管

理をすること、自らの体

内の感覚に注 目するこ

となどの指導をする。 

３人間関係の

形成 

 

４環境の把握  

 

６コミュニ 

 ケーション 

ＡＤＨＤ ・周囲のことに気が散りや

すいことから一つ一つの

行動に時間がかかり、整

理・整頓などの習慣が十

分に身についていないこ

とがある。 

・生活のリズムや生活習慣

の形成は、日課に即した

日常生活の中で指導す

る。 
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項目について （２）病気の状態の理解と生活管理に関すること 

・自分の病気の状

態を理解し、そ

の改善を図り、

病気の進行の防

止に必要な生活

様式についての

理解を深め、そ

れに基づく生活

の自己管理がで

きるようにする

ことを意味して

いる｡ 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

うつ病 ・食欲の減退などの身体症

状、興味や関心の低下や

意欲の減退などの症状が

見られるが、病気による

ものだと理解できない場

合が多い。 

・医師の了解を得た上で、

児童自身が治療方法を理

解するとともに、自らス

トレスの軽減を図ること

ができるように指導する｡ 

 

てんかん  ・生活のリズムの安定を図

ること、過度に疲労しな

いようにすること、忘れ

ずに服薬し、確実に自己

管理ができるように指導

する。 

・医師の助言を受けるとと

もに、保護者の協力を得

るようにする。 

・疲労を蓄積しないことや､

定期的に服薬することを 

具体的に指導したり、て 

んかんについて分かりや 

すく示した絵本や映像資 

料などを用いて、理解を 

図ったりする。 

・ストレスが発作の誘因と

なることがあるので、情

緒の安定を図るよう指導

する。 

・自分の症状を他の人に適

切に伝えることができる

ようにする指導をする。 

２心理的な 

安定 

６コミュニ 

 ケーショ 

 ン 

・病気や事故等に

よる神経、筋、

骨、皮膚等の身

体各部の状態を

理解し、その部

位を適切に保護

したり、症状の

進行を防止した

りできるように

することを意味

している。 

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること 
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項目について （４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること 

・自己の障害にど

のような特性が

あるのか理解

し、それらが及

ぼす学習上又は

生活上の困難に

ついての理解を 

深め、その状況

に応じて、自己

の行動や感情を

調整したり、他

者に対して主体

的に働きかけた

りして、より学

習や生活をしや

すい環境にして

いくことを意味

している。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・感覚の過敏さやこだわり

がある場合、大きな音が

したり、予定通りに物事

が進まなかったりする

と、情緒が不安定になる

ことがある。 

・自分から別の場所に移動

したり、音量の調整や予

定を説明してもらうこと

を他者に依頼したりする

など、自ら刺激の調整を

行い、気持ちを落ち着か

せることができるように

することが大切である。 

 

ＡＤＨＤ ・学習や対人関係が上手く

いかないことを感じてい

る一方で、自分の長所や

短所、得手不得手を客観

的に認識することが難し

かったり、他者との違い

から自分を否定的に捉え

てしまったりすることが

ある。 

・個別指導や小集団などの 

指導形態を工夫しながら､

対人関係に関する技能を 

習得するなかで、自分の 

特性に気付き、自分を認

め、生活する上で必要な 

支援を求められるように 

することが大切である。 

 

・障害のため、運

動量が少なくな

ったり、体力が

低下したりする

ことを防ぐため

に、日常生活に

おける適切な健

康の自己管理が

できるようにす

ることを意味し

ている。 

（５）健康状態の維持・改善に関すること   

自閉症 ・運動量が少なく、結果と

して肥満になったり、体

力低下を招いたりする者

も見られる。 

・心理的な要因により不登 
校の状態が続き、運動量 
が極端に少なくなったり、 
食欲不振の状態になった 
りする場合もある。 

・運動することへの意欲を

高めながら適度な運動を

取り入れたり、食生活と

健康について実際の生活

に即して学習したりする

など、日常生活において

自己の健康管理ができる

ようにするための指導が

必要である。 
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２ 心理的な安定 

     自分の気持ちや情緒をコントロールして変化する状況に対応するとともに、障害による学習上又は生

活上の困難を主体的に改善・克服する意欲の向上を図り、自己のよさに気付く観点から内容を示してい

る。 

項目について （１）情緒の安定に関すること 

・情緒の安定を図

ることが困難な

幼児児童生徒

が、安定した情

緒の下で生活で

きるようにする

ことを意味して

いる。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・他者に自分の気持ちを適

切な方法で伝えることが

難しい場合、自ら自分を

たたいてしまうことや、

他者に対して不適切な関

わり方をしてしまうこと

がある。  

・自分を落ち着かせること

ができる場所に移動して､

慣れた別の行動に取り組

むなどの経験を積み重ね

ていきながら、その興奮

を静める方法を知ること

や、様様な感情を表した

絵カードやメモなどを用

いて自分の気持ちを伝え

るなどの手段を身に付け

られるように指導するこ

とが大切である。 

 

ＡＤＨＤ ・自分の行動を注意された

ときに、反発して興奮を

静められなくなることが

ある。 

 

 

 

 

・注意や集中を持続し、安

定して学習に取り組むこ

とが難しいことがある。 

・自分を落ち着かせること 

ができる場所に移動して 

その興奮を静めることや､

いったんその場を離れて 

深呼吸するなどの方法が 

あることを教え、それら 

を実際にできるように指 

導する。 

・刺激を統制した落ち着い

た環境で、必要なことに

意識を向ける経験を重ね

ながら、自分に合った集

中の仕方や課題への取り

組み方を身に付け、学習

に落ち着いて参加する態

度を育てていくことが大

切である。 

 

  ・障害があることや過去の

失 敗経験等により自信

をなくしたり、情緒が不

安定になりやすかったり

する場合には、機会を見

つけて自分のよさに気付

くようにしたり、自信が

もてるように励ましたり

して、活動への意欲を促

すように指導する。 
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項目について （２）状況の理解と変化への対応に関すること 

・場所や場面の状

況を理解して心

理的抵抗を軽減

したり 変化す

る状況を理解し

て適切に対応し

たりするなど、 

行動の仕方を身

に付けている。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

選択性 

かん黙 

・特定の場所や状況等にお

いて緊張が高まることな

どにより、家庭などでは

ほとんど支障なく会話で

きるものの、特定の場所

や状況では会話ができな

いことがある。  

・本人は話したくても話せ

ない状態であることを理

解し本人が安心して参加

できる集団構成や活動内

容等の工夫をしたり、対

話的な学習 を進める際

には、選択肢の提示や筆

談など様様な学習方法を

認めたりするなどして、

情緒の安定を図りなが

ら、他者とのやりとりが

で きる場面を増やして

いくことが大切である。 

 

自閉症 ・日々の日課事予定や、急

な予定の変更などに対応

することができず、混乱

したり、不安になったり

して、どのように行動し

たらよいか分からなくな

ることがある。 

 

 

・周囲の状況に意識を向け

ることや経験したことを

他の場面にも結び付けて

対応することが苦手なた

め、人前で年齢相応に行

動する力が育ちにくいこ

とがある。 

・特定の動作に固執したり､

同じ話を繰り返したりす 

るなど、次の活動や場面 

を切り換えることが難し 

いことがある。 

・予定されているスケジュ

ールや予想される事態や

状況等を伝えたり、事前

に体験できる機会を設定

したりするなど、状況を

理解して適切に対応した

り、行動の仕方を身に付

けたりするための指導を

することが大切である。 

・行動の仕方を短い文章に

して読むようにしたり、

適切な例を示したりしな

がら、場に応じた行動の

仕方を身に付けさせてい

くことが大切である。 

 

・要因としては、自分にと

って快適な刺激を得てい

たり不安な気持ちを和ら

げるために自分を落ち着

かせようと行動していた

りしていることが考えら

れるため、特定の動作や

行動等を無理にやめさせ

るのではなく、本人が納

得して次の活動に移るこ

とができるように段階的

に指導することが大切で

ある。 
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項目について （２）状況の理解と変化への対応に関すること 

・場所や場面の状

況を理解して心

理的抵抗を軽減

したり変化する

状況を理解して

適切に対応した

りするなど、行

動の仕方を身に

付けている。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

  ・特定の動作や行動を行っ

てもよい時間帯や回数を

あらかじめ決めたり、自

分で予定表を書いて確か

めたりして、見通しをも

って落ち着いて取り組め

るように指導することが

有効である。 

 

・自分の障害の状

態を理解したり､

受容したりし

て、主体的に障

害による学習上

又は生活上の困

難を改善・克服

しようとする意

欲の向上を図る

ことを意味して

いる｡ 

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること 

  ・障害に起因して心理的な

安定を図ることが困難な

状態にある児童の場合、

同じ障害のある者同士の

自然なかかわりを大切に

したり、社 会で活躍し

ている先輩の生き方や考

え方を参考にできるよう

にして､心理的な安定を

図り、障害による困難な

状態を改善・克服して積

極的に行動しようとする

態度を育てることが大切

である。 
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３ 人間関係の形成 

     自他の理解を深め対人関係を円滑にし、集団参加の基盤を培う観点から内容を示している。 

項目について （１）他者とのかかわりの基礎に関すること 

・人に対する基本

的な信頼感をも

ち、他者からの

働き掛けを受け

止め、それに応

ずることができ

るようにするこ

とを意味してい

る。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・他者とのかかわりをもと

うとするが、その方法が

十分に身に付いていない

場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・嬉しい気持ちや悲しい気

持ちを伝えにくい場合な

どがある。 

・身近な教師とのかかわり

から、少しずつ、教師と

の安定した関係を形成す

ることが大切である。 

・やりとりの方法を大きく

変えずに繰り返し指導す

るなどして、そのやりと

りの方法が定着するよう

にし、相互にかかわり合

う素地を作ることが重要

である。 

・言葉だけでなく、具体物

や視覚的な情報も用いて

分かりやすくすることも

大切である。 

・感情を表した絵やシンボ

ルマーク等を用いなが

ら、自分や他者の気持ち

を視覚的に理解したり、

他者と気持ちの共有を図

ったりするような指導を

通して、信頼関係を築く

ことができるようにする

ことが大切である。 

 

・他者の意図や感

情を理解し、場

に応じた適切な

行動をとること

ができるように

することを意味

している。 

（２）他者の意図や感情の理解に関すること 

自閉症 ・言葉や表情、身振りなどを

総合的に判断して相手の思

いや感情を読み取り、それ

に応じて行動することが困

難な場合がある。 

 

 

 

 

・言葉を字義通りに受け止め 

てしまう場合もあるため、 

行動や表情に表れている相 

手の真意の読み取りを間違 

うこともある。  

・生活上の様々な場面を想

定し、そこでの相手の言

葉や表情などから、相手

の立場や相手が考えてい

ることなどを推測するよ

うな指導を通して、他者

と関わる際の具体的な方

法を見に付けることが大

切である。 
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項目について （３）自己の理解と行動の調整に関すること 

・自分の得意なこ

とや不得意なこ

と、自分の行動

の特徴 などを

理解し、集団の

中で状況に応じ

た行動ができる

ようになること

を意味してい

る。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

ＡＤＨＤ ・衝動の抑制が難しかった

り、自己の状態の分析や

理解が難しかったりする

ため、同じ失敗を繰り返

したり、目的に沿って行

動を調整することが苦手

だったりすることがあ

る。 

 

・経験が少ないことや課題

に取り組んでもできなか

った経験などから、自己

に肯定的な感情をもつこ

とができない状態に陥っ

ている場合がある。その

結果、活動が消極的にな

ったり、活動から逃避し

たりすることがある。

  

・自分の行動とできごとの

因果関係を図示して理解

させたり、実現可能な目

当ての立て方や点検表を

活用した振り返りの仕方

を学んだりして、自ら適

切な行動を選択し調整す

る力を育てていくことが

大切である。 

・早期から成就感を味わう

ことができるような活動

を設定するとともに、自

己を肯定的に捉えられる

ように指導することが重

要である。 

 

自閉症 ・自分の長所や短所に関 

心が向きにくいなど、 

自己の理解が困難な場 

合がある。 

 

 

 

 

 

・「他者がどう見ているか」、

「どうしてそのような見 
方をするのか」など、他 
者の意図や感情の理解が 
十分でないことから、友 
達の行動に対して適切に 
応じることができないこ 
とがある。 

・特定の光や音などによ 

り混乱し、行動の調整 

が難しくなることがあ 

る。 

 

・体験的な活動を通して自

分の得意なことや不得意

なことの理解を促した

り、他者の意図や感情を

考え、それへの対応方法

を見に付けたりする指導

を関連付けて行うことが

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・光や音などの刺激の量を

調整したり、避けたりす

るなど、感覚や認知の特

性への対応に関する内容

も関連付けて具体的な指

導内容を設定することが

求められる。 
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項目について （４）集団への参加の基礎に関すること 

・集団の雰囲気に

合わせたり、集

団に参加するた

めの手順や決ま

りを理解したり

して、遊びや集

団活動などに積

極的に参加でき 

るようになるこ

とを意味してい

る。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

 ・見たり聞いたりして情報

を得ることや、集団に参

加するための手順やきま

りを理解することなどが

難しいことから、集団生

活に適応できないことが

ある。 

  

ＡＤＨＤ ・ルールを十分に理解して

いても、勝ちたいという

気持ちから、ルールを守

ることができない場合が

ある。 

 

・遊びの説明を聞き漏らし

たり、最後まで聞かずに

遊び始めたりするために

ルールを十分に理解しな

いで遊ぶ場合がある。 

・ルールを少しずつ段階的

に理解できるように指導

したり、ロールプレイに

よって適切な行動を具体

的に指導したりすること

が必要である。 

・遊びへの参加方法が分か

らないときの不安を静め

る方法を指導したり、友

達への尋ね方を練習した

りするなど具体的な指導

内容を設定することが大

切である。 

２心理的な 
安定 

 

６コミュニケ

ーション 
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４ 環境の把握 

感覚を有効に活用し、空間や時間などの概念を手掛かりにして、周囲の状況を把握したり、環境と自

己の関係を理解したりして、的確に判断し、行動できるようにする観点から内容を示している。 

項目について （１）保有する感覚の活用に関すること 

・保有する視覚、

聴覚、触覚、嗅

覚、固有覚、前

提覚などの感覚

を十分に 活用

できるようにす

ることを意味し

ている。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

 

・障害のある児童

一人一人の感覚

や認知の特性を

踏まえ自分に入

ってくる情報を

適切に処理でき

るようにすると

ともに、特に自

己の感覚の過敏

さや認知の偏り

などの特性につ

いて理解し、適

切に対応できる

ようにすること

を意味してい

る｡ 

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 

自閉症 ・聴覚の過敏さのため特定

の音に、また触覚の過敏

さのため身体接触や衣服

の材質に強く不快感を抱

くことがある。 

 

 

 

 

・不足する感覚を補うた

め、身体を前後に動かし

たり、身体の一部分をた

たき続けたりして、自己

刺激を過剰に得ようとす

ること 
もある。 

・不快である音や感触な

どを自ら避けたり、児

童の状態に応じて、音

が発生する理由や身体

接触の意図を知らせる

などして、それらに少

しずつ慣れていったり

するように指導するこ

と が 大 切 で あ る 。 

・身体を前後に動かして

いる場合には、ブラン

コ遊びを用意するなど､

自己刺激のための活動

と同じような感覚が得

られる他の適切な活動

に置き換えるなどし

て、児童の興味がより

外に向かい、広がるよ

うな指導をすることが

大切である。 

 

ＡＤＨＤ ・注意機能の特性により、

注目すべき箇所がわから

ない、注意持続時間が短

い、注目する対象が変動

しやすいなどから、学習

等に支障をきたすことが

ある。  

・注目すべき箇所を色分け

したり、手で触れるなど

他の感覚も使ったりする

ことで注目しやすくしな

がら、注意を持続させる

ことができ ることを実

感し、自分に合った注意

集中の方法を積極的に使

用できるようにすること

が大切である。 
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項目について （３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること  
・保有する感覚を

用いて状況を把

握しやすくする

よう各 種の補

助機器を活用で

きるようにした

り、他の感覚や

機器での代行が

的確にできるよ

うにしたりする

ことを意味して

いる。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・聴覚に過敏さが見られ、

特定の音を嫌がることが

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・聴覚過敏のため、必要な

音を聞き分けようとして

も、周囲の音が重なり聞

き分けづらい場合があ

る。 

・自分で苦手な音などを知

り音源を遠ざけたり、イ

ヤーマフやノイズキャン

セルヘッドホン等の音量

を調節する器具を利用し

たりするなどして、自分

で対処できる方法を身に

付けるように指導するこ

とが必要である。 

・特定の音が発生する理由

や仕組みなどを理解し、

徐々に受け入れられるよ

うに指導していくことも

大切である。 

・音量調節する器具の利用

等により、聞き取りやす

さが向上し、物事に集中

しやすくなることを学べ

るようにし、必要に応じ

て使い分けられるように

することが大切である。 

・個々の児童の障害の状態

や発達の段階、興味・関

心等に応じて、将来の社

会生活等に結びつくよう

に補助及び代行手段の適

切な活用に努めることが

大切である｡ 

 

・いろいろな感覚

器官やその補助

及び代行手段を

総合的に活用し

て、情報を収集

したり、環境の

状況を把握した

りして、的確な

判断や行動がで

きるようにする

ことを意味して

いる。 

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関す

ること     
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項目について （５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

・ものの機能や属

性 形、色、音

が変化する様

子、空間・ 時

間等の概念の形

成を図ることに

よって、それを

認知や行動の手

掛かりとして活

用できるように

することを意味

している。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・「もう少し」、「そのく

らい」、「大丈夫」な

ど､意味内容に幅のある

抽象的な表現を理解する

ことが困難な場合がある

ため、指示の内容を具体

的に理解することが難し

いことがある。 

 

・興味のある事柄に注意が

集中する傾向があるた

め、結果的に活動等の全

体像が把握できないこと

がある。 

・指示の内容や作業手順、

時間の経過等を視覚的に

把握できるように教材・

教具等の工夫を行うと共

に、手順表などを活用し

ながら、順序や時間、量

の概念等を形成できるよ

うにすることが大切であ

る。 

・一部分だけでなく、全体

を把握することが可能と

なるように、順序に従っ

て全体を把握する方法を

練習することが大切であ

る。 

 

ＡＤＨＤ 

自閉症 

・活動に過度に集中してし 
まい、終了時刻になって 
も活動を終えることがで 
きないことがある。 

 

・活動の流れや時間を視覚

的に捉えられるようなス

ケジュールや時計などを

示し、時間によって活動

時間が区切られているこ

とを理解で きるように

したり、残り時間を確認

しながら､活動の一覧表に

優先順位を付けたりする

などして、適切に段取り

を整えられるようにする

ことが大切である。 
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５ 身体の動き 

日常生活や作業に必要な基本動作を習得し、生活の中で適切な身体の動きができるようにする観点か

ら内容を示している。 

項目について （１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

・日常生活に必要
な動作の基本と
なる姿勢保持や
上肢・下肢の運
動・動作の改善
及び習得、関節
の拘縮や変形 
の予防、筋力の
維持・強化を図
ることなどの基
本的技能に関す
ることを意味し
ている。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

ＡＤＨＤ ・身体を常に動かしている 

傾向があり、自分でも気 

付かない間に座位や立位 

が大きく崩れ、活動を継

続できなくなってしまう

ことがある｡ 

・姿勢を整えやすいような

机やいすを使用すること

や、姿勢保持のチェック

ポイントを自分で確認で

きるような指導を行うこ

とが有効な場合がある。 

２心理的な 
安定 

 

４環境の把握 

・姿勢の保持や各
種の運動・動作
が困難な場合、
様々な補助用具
等の補助 的手
段を活用してこ
れらができるよ
うにすることを
意味している。 

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 

 

・食事、排泄、衣
服の着脱、洗
面、入浴などの
身辺処理 及び
書字、描画等の
学習のための動
作などの基本動
作 を見に付け
ることができる
ようにすること
を意味して い
る。 

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること 

 

・自力での身体移
動や歩行、歩行
器や車いすによ
る移動など、日
常生活に必要な
移動能力の向上
を図ることを意
味している｡ 

（４）身体の移動能力に関すること 
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項目について （５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

・作業に必要な基
本動作を習得
し、その巧緻性
や持続性 の向
上を図るととも
に、作業を円滑
に遂行する能力
を 高めること
を意味してい
る。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 
との関連 

ＡＤＨＤ ・注意の持続の困難さに加
えて、目と手の協応動作
や指先の細かい動き、体
を思った通りに動かすこ
と等が上手くいかないこ
とから、身の回りの片付
けや整理整頓を最後まで
遂行することが苦手なこ
とがある。 

 
 
 
・手足を協調させて動かす
ことや微細な運動をする
ことに困難が見られるこ
とがある。 

 

・身体をリラックスさせる
運動やボディーイメージ
を育てる運動に取り組み
ながら身の回りの生活動
作に習熟することが大切
である。 

・目的に即して、意図的に
身体を動かすことを指導
したり、手足の簡単な動
きから始めて、段階的に
高度な動きを指導したり
する必要が ある。 

・手足の巧緻性を高めるた
めには、児童が興味や関
心をもっていることを生
かしながら、道具等を使
って、手指を動かす体験
を積み重ねることが大切
である。 

・例えば、エプロンのひも
結びについて、一つ一つ
の動作を身に付けること
から始め、徐々に身に付
けた一つ一つの動作をつ
なげ、連続 して行える
ようにすることが大切で
ある。その際、手本とな
る動作や児童の動作を映
像で確認するなど、自ら
調整や改善を図っていく 
ことができるよう工夫す
ることが大切である｡ 

・障害の状態によっては、
身体の動きの面で、関係
する教科等の学習との関
連を図り、作業に必要な
基本動作の習得や巧緻
性、敏捷性の向上を図る
とともに、目と手の協応
した動き、姿勢や作業の
時速性などについて自己
調整できるよう指導する
ことが大切である。 

 

自閉症 ・自分のやり方にこだわ 
りがあったり、手足を 
協調させてスムーズに 
動かしたりすることが 
難しい場合がある。 

・他者の意図を適切に理解 
することが困難であった
り、興味のある一つの情 
報のみに注意が集中して 
しまったりすることから、
教師が示す手本を自ら模 
倣しようとする意識がもて
ないことがある。その結 
果、作業に必要な巧緻性 
などが十分に育っていな 
いことがある。 

・一つの作業についていろ
いろな方法を経験させる
などして、作業のやり方
へのこだわりを和らげた
り、児童と教師との良好
な人間関係 を形成し、
児童が主体的に指導者の
示す手本を模倣しようと
する気持ちを育てたりす
ることが大切である。 

２心理的な 
安定 

 
３人間関係の
形成 
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６ コミュニケーション 

   場や相手に応じて、コミュニケーションを円滑に行うことができるようにする。 

項目について （１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

・児童の障害の種

類や程度、興

味・関心等に応

じて、表情や身

振り、各種の機

器などを用いて

意思のやりとり

が行えるように

するなど、コミ

ュニケーション

に必要な基礎的

な能力を身に付

けることを意味

している。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・興味のある物を手にした 

いという欲求が勝り、所 

有者のことを確認しない 

ままで、他者の物を使っ 

たり、他者が使っている 

物を無理に手に入れよう 

としたりすることがある。

・他の人の手を取って、そ

の人に自分が欲しい物を

取ってもらおうとするこ

ともある。  

・周囲のものはそれらの行

動が意思の表出や要求を

伝達しようとした行為で

あることを理解するとと

もに、児童がより望まし

い方法で意思や要求を伝

えることができるよう指

導することが大切であ

る。 

 

知的障害

と自閉症

を併せ有

する場合 

 

・他の人への関心が乏し 

く結果として他の人か 

らの働きかけを受け入 

れることが難しい場合 

がある。 

・このような要因としては、

興味や関心をもっている 
事柄に極端に注意が集中 
していたり、相手の意図 
や感情を捉えることが難 
しかったりする場合があ

る。 

・個々の児童の興味や関心

のある活動の中で、教師

の言葉掛けに対して視線

を合わせたり、児童が楽

しんでいる場面に教師が

｢楽しいね｣「うれしい

ね」などの言葉をかけた

りするなどして、人とや

りとりすることや通じ合

う楽しさを感じさせなが

ら､他者との相互的なやり

とりの基礎的能力を高め

る指導をすることが大切

である。 

・コミュニケーションの手

段として身振り、絵カー

ドやメモ、機器などを活

用する際には、個々の児

童の実態を踏まえ、無理

なく活用できるように工

夫することが必要であ

る。 

３人間関係の

形成 

 

５身体の動き 
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項目について （２）言語の受容と表出に関すること 

・話し言葉や各種

の文字・記号等

を用いて、相手

の意図を受け止

めたり、自分の

考えを伝えたり

するなど、言語

を受容し表出す

ることができる

ようにすること

を意味している｡ 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・他者の意図を理解したり、

自分の考えを相手に正し 

く伝えたりすることが難 

しい者がいる｡ 

・話す人の方向を見たり、

話しを聞く態度を形成し

たりするなど、他の人と

の関わりやコミュニケー

ションの基礎に関する指

導を行うことが大切であ

る。 

・正確に他者とやりとりす

るために、絵や写真など

の視覚的な手掛かりを活

用しながら相手の話を聞

くことや、メモ帳やタブ

レット型端末等を活用し

て自分の話したいことを

相手に伝えることなど、

本人の障害の状態等に合

わせて様々なコミュニケ

ーション手段を用いるこ

とが有効である。 

・相手の言葉や表情などか

ら相手の意図を推測する

ような学習を通して、周

囲の状況や他者の感情に

配慮した伝え方ができる

ようにすることも大切で

ある。 

２心理的な安

定 
 
３人間関係の

形成 

 

６コミュニケ

ーション 

ＡＤＨＤ ・思ったことをそのまま 

口にして相手を不快に 

させるような表情を繰 

り返したりすることが 

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

・行動を調整したり、振 

り返ったりすることが 

難しいことや、相手の 

気持ちを想像した適切 

な表現の方法が身に付 

いていないことが考え 

られる。 

 

・教師との個別的な場面や

安心できる小集団の活動

の中で、相手の話を受け

てやりとりをする経験を

重ねられるようにした

り、ゲームなどを通して

適切な言葉を繰り返し使

用できるようにしたりし

て、楽しみながら身に付

けられるようにしていく

ことが大切である。 

・体の動きを通して気持ち

をコントロールする力を

高めること、人と会話す

るときのルールやマナー

を明確にして理解させる

こと、会話中に相手の表

情を気にかけることなど

を指導することが大切で

ある｡ 

２心理的な 
安定 

 

３人間関係の

形成 

 

４環境の把握 
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項目について （３）言語の形成と活用に関すること 

・コミュニケーシ

ョンを通して、

事物や現象、自

己の行動等に対

応した言語の概

念の形成を図

り、体系的な言

語を身に付ける

ことができるよ

うにすることを

意味している。 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

 

・話し言葉や各種

の文字・記号、

機器等のコミュ

ニケーション手

段を適切に選

択・活用し、他

者とのコミュニ

ケーションが円

滑にできるよう

にすることを意

味している。 

 

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

自閉症 ・言葉でのコミュニケーショ

ンが困難な場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

・順を追って説明すること

が困難であるため、聞き

手に分かりやすい表現を

することができないこと

がある。 

・自分の意思を適切に表

し、相手に基本的な要求

を伝えらるように身振り

などを身に付けたり、話

し言葉を補うために絵カ

ードやメモ、タブレット

端末等の機器等を活用で

きるようにしたりするこ

とが大切である。 

・簡単な絵に吹き出しや簡

単なセリフを書き加えた

り、コミュニケーション

ボード上から、伝えたい

項目を選択したりするな

どの手段を練習してお

き、必要に応じてそれら

の方法の中から適切なも

のを選んで使用すること

ができるようにするこ 

とが大切である。 
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項目について （５）状況に応じたコミュニケーションに関すること 

・コミュニケーシ

ョンを円滑に行

うためには、伝

えようとする側

と受け取る側と

の人間関係や、

そのときの状況

を的確に把握す

ることが重要で

あることから、

場や相手の状況

に応じて、主体

的にコミュニケ

ーションを展開

することができ

るようにするこ

とを意味してい

る。 

 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

 ・障害による経験の不足の

場合がある。 

・相手や状況に応じて、適

切なコミュニケーション

手段を選択して伝えたり

することや、自分が受け

止めた内容に誤りがない

かどうかを確かめたりす

るなど、主体的にコミュ

ニケーションの方法等を

工夫することが必要であ

る｡ 

・実際の場面を活用したり、

場を再現したりするなど 
して、どのようなコミュ 
ニケーションが適切であ 
るかについて具体的に指 
導することが大切である。

・友達や目上の人との会話、

会議や電話などにおいて、

相手の立場や気持ち、状 
況などに応じて、適切な 
言葉の使い方ができるよ 
うにしたり、コンピュー 
ター等を活用してコミュ 
ニケーションができるよ 
うにすることも大切であ

る。 

 

自閉症 ・会話の内容や周囲の状況

を読み取ることが難しい

場合があるため、状況に

そぐわない受け答えをす

ることがある。 

 

 

 

 

 

・援助を求めたり依頼した

りするだけでなく、必要

なことを伝えたり、相談

したりすることが難しい

ことがある。 

・相手の立場に合わせた言

葉遣いや場に応じた声の

大きさなど、場面にふさ

わしい表現方法を身に付

けることが大切である。 

・実際の生活場面で、状況

に応じたコミュニケーシ

ョンを学ぶことができる

ような指導を行うことが

大切である｡ 

・日常的に報告の場面をつ

くることや相手に伝える

ための話し方を学習する

こと、ホワイトボードな

どを使用して気持ちや考

えを書きながら整理して

いくことが大切である。 

 

２心理的な 

 安定 

 

３人間関係の 

形成 
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項目について （５）状況に応じたコミュニケーションに関すること 

・コミュニケーシ

ョンを円滑に行

うためには、伝

えようとする側

と受け取る側と

の人間関係や、

そのときの状況

を的確に把握す

ることが重要で

あることから、

場や相手の状況

に応じて、主体

的にコミュニケ

ーションを展開

することができ

るようにするこ

とを意味してい

る。 

 

障害等 具体例 具体的指導内容例 他の区分 

との関連 

自閉症 ・思考を言葉にして目的に

沿って話すことや他者の

視点に立って考えること

が苦手なことなどが考え

られる。 

・安心して自分の気持ちを

言葉で表現する経験を重

ね、相談することのよさ

が実感できるように指導

していくことが大切であ

る。 

２心理的な 

 安定 

 

３人間関係の

形成 

選択性 

かん黙 

・家庭などの生活の場では

普通の会話ができるもの

の、学校の友達とは話す

ことができない。 

・気持ちが安定し、安心で

きる状況作りや信頼でき

る人間関係作りが重要で

ある。 

・児童が興味・関心のある

事柄について、共感しな

がら一緒に活動したり、

日記や作文などを通して

気持ちや意思を交換した

りする機会を多くするこ

とが大切である。 

２心理的な 
安定 

 

３人間関係の 

形成 
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